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 教えて!
 この人

プライドをかけ

秋の丹後路を疾走！

丹後大学駅伝 2025

小西 夢 さん
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人気のふるさと産品プレゼント！
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地域の子育てお手伝いしてみませんか？

「まかせて会員」募集中‼　32

U・Iターン
インタビュー16

KYOTANGO
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FOOD × MUSICで
HOTなGOODDAY

新春読者クイズ & アンケート

回答期限は１月 30日（金）です
※ 当日の消印有効。応募の詳細は下記を確認。

人気の
ふるさと産品
  プレゼント！

ドライフルーツドライフルーツ

今回の「ふるさと産品」プレゼントはコチラ！

京丹後産京丹後産
 甘み 甘みが 詰まったが 詰まった梨梨のの
ドライフルーツドライフルーツ
食物繊維が豊富で栄養価が高く、手軽に
保存できるドライフルーツ。噛めば噛むほ
ど甘みが広がり満腹感もある。京丹後の恵
みが詰まった梨を使用しています。

無添加

無着色

ぎゅっとぎゅっと京丹後産
 甘みが 詰まった梨の
ドライフルーツドライフルーツ

下の３つのアンケートとクイズに答えて、正解した人の中から

20人にプレゼント！
① 市で開催されるイベントや集会などの情報を何で知りますか。（複数可）
　  広報紙 ／ LINEなどＳＮＳ ／ 家族や友人 ／ 地域の人 ／ 回覧板 ／
　  ホームページ ／ 他（　　　　　　　　　　）

② 今月号を読んで、文字の大きさや写真、色合い、ページ数などについて
　  の感想を教えてください。（自由回答）

③ 今月号を読んで「やってみたい」「詳しく知りたい」と思ったことが
　  あれば教えてください。（自由回答）

アンケート

クイズ
今月の「美味しい豆知識」は、お正月のどんな余り物を使った
お菓子でしょうか？（23㌻をチェック！）

【応募方法】 ❶住所 ❷氏名 ❸年齢 ❹連絡先 ❺アンケートとクイズの回答を書いて、
　　　　　下記のいずれかの方法でご応募ください。

【フォーム】 右のQRコードから回答
【 メ ー ル 】hishokoho@city.kyotango.lg.jp
　 　 　 　 件名は「広報紙 1 月号アンケート」と入力

【 ハ ガ キ 】〒 627-8567 京丹後市峰山町杉谷 889 番地
　　　　　   京丹後市役所 市長公室秘書広報広聴課 「広報紙アンケート」係

※個人情報は賞品の発送にのみ使用します。※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。※応募は1人1通まで。
※いただいたご意見・感想は匿名で広報紙、HP に掲載する場合があります。※アンケートの回答内容は抽選に影響しません。

応募フォーム
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
令
和
８
年
の
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
諸
物
価
高
騰
が
引
き
続
く
中
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
、
生
活
や
生

業
・
事
業
を
守
り
支
え
る
各
種
対
策
に
奔
走

し
た
一
年
で
し
た
。
そ
し
て
、
第
３
次
総
合

計
画
を
策
定
し
、
市
民
一
人
一
人
が
幸
福
を

一
層
実
感
で
き
る
市
民
総
幸
福
の
発
展
に
向

け
「
は
ぐ
く
む
」
分
野
で
は
、
新
た
に
子
育

て
ア
プ
リ
の
導
入
や
助
産
師
に
よ
る
産
前
産

後
支
援
、
英
語
力
向
上
ア
プ
リ
を
小
学
校
５
・

６
年
生
に
拡
大
、
網
野
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完

成
、〈
京
丹
後
市
民
大
学
〉
の
開
設
、「
さ
さ

え
る
」
分
野
で
は
、
寄
り
添
い
支
援
の
拡
充

な
ど
重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
や
介
護
人
材

確
保
の
支
援
、
Ａ
Ｉ
活
用
し
た
認
知
症
相
談

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
新
コ
ミ
ュ
や
公
共
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
全
市
展
開
、
移
住
受
け
入
れ
の

促
進
、「
か
せ
ぐ
」
分
野
で
は
、〈
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
（
昨
年
度
は
23
億
円
規
模
・
件

数
10
万
件
超
）〉
や
地
域
一
体
型
の
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
美
食
都
市
・
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
展
開
、
新
た
に
〈
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
〉
の
宣
言
、
さ
ら
に
「
つ
な
ぐ
」

分
野
で
は
、
世
界
初
と
な
る
〈
第
１
回
世
界

長
寿
サ
ミ
ッ
ト
〉
の
開
催
、
網
野
銚
子
山
古

墳
の
史
跡
整
備
の
完
了
、
市
役
所
峰
山
庁
舎

２
号
館
の
共
用
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
各
分
野
で

の
取
り
組
み
を
全
力
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
都
市
部
と
の
交
流
の
大
動
脈
と

な
る
山
陰
近
畿
自
動
車
道
が
近
い
時
期
、
市

内
最
大
の
商
業
集
積
地
域
近
郊
の
〈
都
市
拠

点
〉
地
域
に
接
続
し
、
同
時
に
網
野
町
か
ら

久
美
浜
町
ま
で
の
延
伸
・
全
線
ル
ー
ト
の
決

定
も
目
前
に
来
て
い
ま
す
。
未
来
へ
こ
れ
を

最
大
限
に
活
か
し
て
い
く
。
こ
の
た
め
、
各

６
町
の
中
心
的
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
〈
地
域
拠

点
〉
を
設
け
、
都
市
機
能
の
分
担
と
生
活
機

能
の
集
積
を
促
し
、
そ
し
て
市
域
全
体
の
発

展
を
支
え
る
〈
都
市
拠
点
〉
と
の
間
で
多
彩

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
る
。
こ
う
し
た
本

市
全
体
の
活
力
と
賑
わ
い
を
発
展
さ
せ
て
い

く
〈
大
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
〉
と
、
市
内
ど

の
地
域
で
も
安
心
と
活
力
を
増
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
〈
多
極
・
多
彩
で
一
体
型
の
ま
ち

づ
く
り
〉
を
、
市
民
み
ん
な
で
進
め
て
い
く
。

馬
が
豊
か
に
駆
け
る
、
い
よ
い
よ
そ
ん
な
時

代
が
ス
タ
ー
ト
し
て
き
ま
す
！

　

一
方
、
現
在
、
市
政
を
巡
っ
て
は
、
廃
棄

物
最
終
処
分
場
や
現
在
再
検
討
中
の
子
育
て

支
援
・
図
書
館
等
の
都
市
拠
点
公
共
施
設
、

網
野
交
流
セ
ン
タ
ー
や
宇
川
地
域
拠
点
施

設
、
そ
し
て
久
美
浜
病
院
の
整
備
な
ど
、
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
課
題
・

困
難
は
、
き
っ
と
解
決
策
を
〝
そ
の
中
に
一

緒
に〝

連
れ
て
来
て
く
れ
て
い
る
、
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
有
名
な
お
言
葉
に
「
た
と
え

ば
水
の
中
に
居
て
『
渇か

つ

』
を
叫
ぶ
が
如
く
な

り
。
長
者
の
家
の
子
と
な
り
て
貧ひ

ん
り里

に
迷
う

に
異こ

と

な
ら
ず
」
と
あ
る
の
は
、
私
は
〝
気
付

か
な
い〝

だ
け
で
周
り
は
３
６
０
度
常
に
宝

に
あ
ふ
れ
て
い
る
！
と
敷ふ

え
ん衍

し
て
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
よ
く
コ
ッ
プ
と
そ
の
中
の
水
の

例
え
で
、
中
の
水
が
少
な
い
こ
と
を
嘆
く
の

で
は
な
く
、
例
え
少
量
で
も
〝
あ
る〝

こ
と

に
感
謝
す
る
大
切
さ
が
謳
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
大
事
さ
と
共
に
さ
ら
に
あ
と
一
歩
進
め

て
、
水
の
入
っ
て
い
な
い
部
分
の
コ
ッ
プ
の

空
間
も
、
何
も
無
い
よ
う
で
実
は
〈
空
気
〉

と
い
う
別
の
宝
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
、
感
謝
し
て
そ
れ
を
活
か
し
て
い
く
。
昨

年
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
京
都
大
学
の

北
川
進す

す
む

博
士
が
記
念
講
演
の
中
で
〈
無
用
の

用
〉
を
引
用
し
〈
今
や
空
気
こ
そ
宝
だ
〉
と

喝か
っ
ぱ破

さ
れ
た
よ
う
に
。
か
よ
う
に
〈
課
題
〉

と
い
う
贈
り
物
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
宝
物
に

感
謝
し
て
、
そ
こ
か
ら
解
決
策
を
見
つ
け
て

取
り
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
皆
で
力
を
合

わ
せ
あ
っ
て
課
題
の
中
か
ら
、
希
望
と
安
心

を
育
み
活
力
と
魅
力
に
磨
い
て
い
く
。
社
会

課
題
を
宝
・
資
源
に
循
環
さ
せ
て
い
く
新
・

循
環
型
の
地
域
づ
く
り
、
新
し
い
豊
か
さ
・

価
値
の
拡
大
発
展
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
市

民
の
皆
の
力
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　

私
た
ち
の
京
丹
後
市
は
、
多
彩
な
産
業
や

人
材
、
美
し
い
海
・
山
・
里
の
自
然
環
境
、

豊
か
な
百
歳
長
寿
や
食
の
資
源
、
全
国
第
一

号
の
〈
美
食
都
市
〉、
そ
し
て
〈
古
代
丹
後

王
国
〉〈
日
本
の
ふ
る
さ
と
〉
の
歴
史
文
化

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
宝

の
原
石
、
素
晴
ら
し
い
魅
力
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
す
。

　

京
丹
後
は
今
〈
時
代
の
追
い
風
〉
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。〈
追
い
風
〉は
前
進
の
力
に
、

〈
課
題
・
困
難
〉
は
宝
に
変
え
て
浮
揚
・
発
展

の
力
に
し
、
誰
一
人
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
、

さ
さ
え
あ
い
、
た
す
け
あ
い
、
あ
た
え
あ
い
、

誰
も
が
喜
び
を
豊
か
に
育
み
ゆ
く
里
へ
、
皆

で
一
緒
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
世
界
で
は
今
、
中
東
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
の
戦
闘
が
な
お
終
結
に
至
ら
ず
、
一

刻
も
早
い
戦
闘
の
停
止
と
平
和
の
回
復
を
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
心
か
ら
求
め
、
祈
念

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
ま
す
ま

す
喜
び
の
多
い
豊
か
な
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

心
か
ら
慶
び
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

京
丹
後
市
長 

  

中
山   
泰 

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
さ
え
あ
い
、
た
す
け
あ
い
、
あ
た
え
あ
い
、

誰
も
が
喜
び
を
豊
か
に
育
み
ゆ
く
さ
と
へ

― 

京
丹
後
に
は
、
考
え
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
の
夢
や

可
能
性
、
豊
か
さ
へ
の
タ
ネ
が
埋
も
れ
て
い
る
！　

― 

新春のごあいさつ
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健康寿命を延ばすために
　いきいきライフ講演会を 10 月 26 日、峰山総合福
祉センターで開催し、筑波大学人間系の山

や ま だ

田実
みのる

教授が
「健康寿命を延ばすためのアイデア」について講演を行
いました。山田教授は、平均寿命と健康寿命の差は約
10 年あって、この期間を短くするための方法として運
動・食事・社会参加があると解説、この 3 つをより良
くするための方法を説明しました。参加者からは「講
演会で学んだ内容を地域の集まりで実践したいと思っ
た」などの感想がありました。

いきいきライフ講演会

問 長寿福祉課 ℡ 0772-69-0330

ネットトラブルから自分を守ろう
　人権啓発講演会「ネットトラブルからみなさんを守
るために～ SNS トラブル編～」を 12 月５日、アグ
リセンター大宮で開催し、京都府警察登録のネット安
心アドバイザーである松

ま つ だ

田玲
れ い こ

子さんが講演しました。
松田さんは、SNS の投稿から個人情報を特定されるト
ラブルについて疑似体験も交えながら、その手口や対
処法を解説。SNS との正しい向き合い方やリスク、ま
た、人権問題について理解を深める機会となりました。

人権啓発講演会

問 市民課 ℡ 0772-69-0210

　
地
域
の
食
文
化
を
軸
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
可
能
性
を
広
く
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
美
食
都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
５
」
が
10
月
21
日
か
ら
２
日
間

東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
美
食

都
市
ア
ワ
ー
ド
に
選
定
さ
れ
た
自
治
体

や
料
理
人
、
研
究
者
、
企
業
な
ど
が
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

度
の
受
賞
都
市
と
し
て
本
市
の
中
山
市

長
が
登
壇
し
、
京
丹
後
の
取
り
組
み
を

発
表
。
そ
の
中
で
、
６
月
に
開
催
さ
れ

た
世
界
長
寿
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
「
健

康
長
寿
と
食
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
」

と
い
う
研
究
発
表
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

健
康
長
寿
を
推
進
す
る
た
め
運
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
食
の
重

要
性
を
盛
り
込
ん
だ
「
世
界
長
寿
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
」
を
紹
介
。
さ
ら
に
、
京
丹
後

の
美
食
（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
）
の
取
り

組
み
を
「
木
」
に
例
え
、
環
境
や
農
林

水
産
物
、
食
文
化
、
飲
食
店
と
い
う
幹

を
し
っ
か
り
と
育
て
る
こ
と
で
、
観
光

や
健
康
、
教
育
と
い
っ
た
枝
葉
が
育
ち
、

や
が
て
市
民
総
幸
福
の
花
を
咲
か
せ
る

と
い
う
考
え
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
回
、
大
西
衛
生
株
式
会
社

が
協
賛
企
業
と
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
、
廃
食
用
油
の
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
に
つ
い
て
発
表
。
美
食
観
光
が

S
D
Gｓ
に
も
つ
な
が
る
「
京
丹
後
モ
デ

ル
」
を
広
く
発
信
し
ま
し
た
。

「
美
食
都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５
」
東
京
で
開
催
！

京
丹
後
の
美
食
と
健
康
長
寿
の

取
り
組
み
を
発
信

問 観光振興課 ℡ 0772-69-0450

㊤／京丹後の美食 （ガスト

ロノミー） の取り組みにつ

いて話す中山市長、 ㊦／大

西衛生による展示ブース

㊧／京丹後ガストロノミー

の木の概念図

山田教授
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未来へつなぐ「地域づくり」
を全国に発信

第17回全国水源の里シンポジウム

　丹後文化会館で行われたシンポジウム初日は、岩手県にある
（株）雨風太陽の高

た か は し

橋博
ひ ろ ゆ き

之社長が基調講演を行い、地域づくりの
重要性を語る中で、人口減少社会を前向きに捉え、これからの
地域コミュニティの形として、人同士の交流の密度を増やす「人
“交”密度」を高め、都市と地方が人材をシェアして往来する地域、
“関係自治”の可能性について話しました。
　続くパネルディスカッションでは、京丹後にゆかりのある企
業経営者など 4 人のパネリストが登壇し自らの活動を紹介。地
域の高齢者が交流し、笑顔になれる居場所づくりから“健康と
幸せ ”を支えていく企業の取り組みや、“ 面白れぇ” 活動を目指
し、住民と協力して文化祭や防災フェスタ、田植えイベントな
どさまざまな催しを生み出す地域の取り組み、また、地域版ふ
るさと納税制度を活用して地区と協働し“稼げる自治会を創る”
取り組み、“ビーチワーカー”としてビーチクリーンの職業化、
海ゴミの資源化を目指して起業した元地域おこし協力隊の活動
など、それぞれの京丹後とのつながり方や地域づくりへの熱い
思いを語りました。パネルディスカッションでコーディネーター
を務めた福知山公立大学の杉

す ぎ お か

岡秀
ひ で の り

紀准教授は「多くの人が都市
にも地方にも関わって “関係自治”を構築していくことが、これ
からの人口減少社会の地域を支えるポイントになるのではない
か」と訴えました。
　2 日目は、市内 3 つのコースに分かれて現地視察研修が行わ
れ、参加者らは京丹後の豊かな自然や地域に根差した取り組み、
そして温かい地元の人々との交流を通して、水源の里が持つ多
様な可能性を肌で感じることができました。
　今年度から「新たな地域コミュニティ(新コミュ）」が始まった
本市にとって、地域づくりへの熱い思いを持った全国の人たち
と議論を交わし、未来へとつなぐ地域づくりを考えるシンポジ
ウムは、スタートにふさわしい節目の機会となりました。

㊤京丹後よさこい連の 「長寿よさこい “京丹後”」 でシンポジウムがスター

ト、 ㊨京丹後特産の梨の振る舞いが行われた、 ㊧全国水源の里連絡協議

会フォトコンテスト受賞作品の展示

問 地域コミュニティ推進課
℡ 0772-69-1050

全国 142 の自治体が加盟する全国水源の里連絡協議会は、過疎や高齢
化が進んで地域活動が困難な状況に直面している多くの地域が川の
上流に存在することから、将来への希望を込めて水源の里と称しまし
た。そして “上流は下流を思い、下流は上流に感謝する”という理念の
もと、流域間の交流や連携を通じ、農山村集落の活性化に向けた取り
組みを進めています。その1つが、毎年加盟自治体が一堂に会して、
水源の里が抱えるさまざまな課題と解決策を議論する「全国水源の里
シンポジウム」。今年度は京丹後市が舞台となり、10月29日からの2
日間、300 人を超える参加者が集まりました。

高橋博之さん／元岩手県議会議員で、 世界初の食べ物付き情報誌 『東

北食べる通信』 を創刊。 現在、 産直アプリの運営などを手掛ける株式

会社雨風太陽の代表取締役社長を務める。 都市（下流）の住民も農村（上

流）を守る必要性を唱え、 地産地消を通じて農家を支援し地方の自然や生

産者を守ることが、 命の源である水や空気、 食べ物を育む基盤を維持す

るために重要であると話す

パネルディスカッション／

①杉岡准教授、 ②パネリスト（奥から八隅

孝治さん、 三本大介さん、 江草智子さん、

井上泰典さん）、 ③会場の様子

丹後町の現地視

察研修／

ユネスコ世界ジ

オパークの美し

い 海 岸 線 と 漁

村 の 街 並 み を

巡り、 百寿健康

ウォーキングを

体験

人のつながりが生む地域づくり

①

③

②

高橋さんの基調講演

シンポジウムの
詳細はコチラ

4
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京
都
府
と
兵
庫
県
、
鳥
取
県
で
つ
く

る
「
山
陰
近
畿
自
動
車
道
整
備
推
進
協

議
会
」
が
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
早

期
全
線
開
通
の
実
現
を
求
め
る
「
山
陰

近
畿
自
動
車
道
整
備
推
進
決
起
大
会
」

を
11
月
18
日
、
東
京
で
開
催
し
、
地
元

国
会
議
員
や
国
土
交
通
省
、
整
備
促
進

を
切
望
す
る
自
治
体
、
地
元
関
係
者
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
地
元
関
係
者
を
代
表
し

て
中
山
商
事
株
式
会
社
の
中
山
良り

ょ
う

社
長

が
意
見
発
表
を
行
い
、
自
身
の
経
験
を

踏
ま
え
て
「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

の
解
消
や
緊
急
搬
送
を
改
善
し
命
の
道

と
す
る
た
め
、
事
業
推
進
を
切
に
お
願

い
し
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
首
長
と
し
て
中
山
市
長

が
意
見
発
表
を
行
い
「
整
備
加
速
化
と

引
き
換
え
に
有
料
化
の
提
案
を
受
け
入

れ
、
本
年
４
月
か
ら
料
金
徴
収
が
始
ま
っ

て
い
る
。
遺
跡
調
査
の
体
制
強
化
、
全

線
の
ル
ー
ト
決
定
、
網
野
町
ま
で
の
事

業
決
定
、
さ
ら
に
は
東
西
両
側
か
ら
の

事
業
推
進
な
ど
、
最
大
限
の
加
速
化
を

ぜ
ひ
と
も
お
願
い
し
た
い
」
と
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

中山市長の意見発表 問 国府事業推進室
℡ 0772-69-0510

山
陰
近
畿
自
動
車
道
整
備
推
進
決
起
大
会

地
元
の
熱
意
を
国
会
議
員
・

国
土
交
通
省
へ
届
け
る

中山社長の意見発表

中山市長から片山財務大臣㊨に説明

問 秘書広報広聴課
℡ 0772-69-0110

　
地
方
財
政
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
人
件
費
上
昇

や
資
材
な
ど
の
物
価
高
騰
の
構
造
的
な

環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
11
月
17

日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
中
山
市
長
（
令

和
７
年
度
近
畿
市
長
会
長
）
が
、
片
山

さ
つ
き
財
務
大
臣
や
城き

う
ち内
実み

の
る

内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
、
自
由
民
主
党
の
小
林

鷹た
か
ゆ
き之

政
務
調
査
会
長
ら
政
府
、与
党
や
、

梶か
じ
わ
ら原
大
介
総
務
大
臣
政
務
官
な
ど
の
要

職
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
10
月
15
日
の
近
畿
市
長
会

役
員
会
で
承
認
さ
れ
た
決
議
を
も
と
に
、

近
畿
市
長
会
役
員
市
長
と
と
も
に
要
請

を
行
っ
た
も
の
で
、
● 

大
幅
な
人
件
費

引
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
、
地
方
財
源

の
総
額
を
確
実
・
安
定
的
に
確
保
す
る

こ
と 

● 

自
治
体
病
院
の
最
低
限
の
経
営

環
境
の
維
持
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保

の
た
め
、
緊
急
的
で
必
要
な
財
政
措
置

を
早
急
に
行
う
こ
と 

● 

道
路
・
橋
梁
、

廃
棄
物
処
理
な
ど
根
幹
的
な
生
活
環
境
・

産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
事
業
量
の
実

質
減
を
来
さ
な
い
よ
う
、
関
連
財
源
の

確
保
並
び
に
交
付
税
算
定
等
適
切
な
対

応
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
強
く
訴
え
た

他
、
全
国
市
長
会
の
緊
急
意
見
と
し
て
、

全
額
国
費
に
よ
る
学
校
給
食
の
無
償
化

に
つ
い
て
、
真
剣
に
伝
え
ま
し
た
。

近
畿
市
長
会
決
議
の
も
と
片
山
財
務
大
臣
ら
に
要
請

物
価
高
騰
へ
の
対
応
と
地
方

財
源
確
保
を
強
く
訴
え
る

決議文を手渡す様子。 ㊧から西脇市の片山

市長 （近畿市長会監事）、中山市長 （同会長）、

片山財務大臣、 丹波篠山市の酒井市長 （同

相談役）
早期全線開通に向けて一致団結！

山陰近畿自動車道早期実現促進大会

11 月 8 日、山陰近畿自動車道早期実現促進大会が丹後文化会館で開催。事業加速化のための料金徴収が
4 月から始まり、一刻も早い開通に向け国会議員をはじめとする関係者ら約 400 人が集まりました。

注目の
トピックス

　
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も
た
ら
し
、
防

災
や
国
益
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
道
路

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
在
も
丹
後

地
域
か
ら
鳥
取
県
の
間
に
未
整
備
区
間

が
あ
る
山
陰
近
畿
自
動
車
道
。
こ
の
区

間
の
整
備
加
速
化
を
国
政
に
訴
え
る
た

め
、
促
進
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
丹
後
地
域
を
中
心
に
活
動
中

の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
「J

ジ
ョ
イ

O
Y D

ダ

ン

ス

A
N

C
E

F

フ

ァ

ク

ト

リ

ー

A
CTO

R
Y

」に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
開
幕
。
こ
の
日
は
、
府
北

部
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
参
加
者
た
ち

の
早
期
全
線
整
備
に
か
け
る
思
い
と
熱

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
主
催
の
丹
後
・

地
域
高
規
格
道
路
推
進
協
議
会
の
会
長

を
務
め
る
中
山
市
長
は
「
３
年
前
に
高

速
道
路
の
有
料
化
の
受
け
入
れ
判
断
を

し
た
の
は
、
事
業
の
最
大
限
の
加
速
化

の
た
め
。
４
月
か
ら
料
金
徴
収
が
始
ま

り
、
事
業
の
加
速
化
が
明
確
に
分
か
る

形
の
整
備
を
強
く
願
う
」と
挨
拶
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
の
齋さ

い
と
う藤

博ひ
ろ
ゆ
き之
整
備
局
長
が
「
道
路
行
政
を
と
り

ま
く
最
近
の
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
三
省
工
業
株
式
会
社
の

蒲か
ば
た田
崇し

ゅ
う
じ
ろ
う

二
郎
代
表
取
締
役
社
長
と
株
式

会
社
小
谷
常
の
小
谷
奈な

ほ穂
代
表
取
締
役

社
長
が
、
地
元
を
代
表
し
て
意
見
発
表
。

「
物
流
の
効
率
化
・
移
動
時
間
の
短
縮
な

ど
利
便
性
の
向
上
、
人
員
の
確
保
・
観

光
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
」

を
訴
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
に

向
け
大
会
決
議（
※
）を
行
い
、
国
会
議

員
と
国
土
交
通
省
、
京
都
府
へ
要
望
書

を
手
渡
し
、
会
場
全
員
の「
が
ん
ば
ろ
う

三
唱
」で
閉
会
し
ま
し
た
。

「がんばろう三唱」 壇上の紹介／発声は吉本伊根町長、 ㊧から肝付舞鶴市議会議長、 西川道路局国道 ・ 技術課長、 中野京丹後市議会議長、 吉井参議院議員代

理 掘秘書、 山添与謝野町長、 見坂参議院議員、 城﨑宮津市長、 竹内衆議院議員、 中山京丹後市長、 本田衆議院議員、 西田参議院議員、 福田舞鶴市副市長、

鈴木京都府副知事、 松浦宮津市議会議長、 齋藤近畿地方整備局長

問 国府事業推進室 ℡ 0772-69-0510

※
大
会
決
議 

概
要

　�

一.

令
和
10
年
代
の
府
県
境
ま
で
の
具
体
的
な
整
備
計
画
を
立
て
た
早
期
全
線
整
備

　�

一.

網
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
府
県
境
区
間
の
早
期
ル
ー
ト
確
定
と
全
線
の
都
市
計
画
決
定

　�

一.

大
宮
峰
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
網
野
Ｉ
Ｃ
間
に
つ
い
て
、
事
業
化
の
前
倒
し
と
な
る
文
化

　
　

 

財
調
査
を
令
和
７
年
度
か
ら
開
始
、
令
和
８
年
度
に
は
事
業
化

　�
一.

大
宮
峰
山
道
路
と
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
、
有
料
事
業
計
画
に
基
づ
き
令
和

　
　

 
８
年
度
ま
で
の
完
成
に
必
要
な
予
算
措
置

　�

一.「
第
１
次
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」
及
び
国
土
強
靭
化
関
係
に
係
る
必
要

　
　

 

な
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
満
額
確
保

7 2 0 2 6 6

市政トピックス　ー　 SISEI NO WADAI 市政トピックス　ー　 SISEI NO WADAI



TOPIX TOPIXTOPIX

TOPIX

TOPIX

韓国語に親しむ
　国際交流協会主催の「韓国語講座」を 11 月 18 日か
ら 3 回に分け、峰山地域公民館で開催しました。講座
は京丹後在住で韓国出身の李

リ

鍾
ジョンウン

云さんが講師を務め、
旅行で使えるあいさつや買い物のときに使える会話、
韓国料理に使う調味料や食材の単語、さらに音楽など
エンタメに登場する言い回し表現などを面白く解説。
また、文化や旅のヒントなど韓国の魅力も紹介しました。
参加者からは、講座を受けて韓国語の楽しさを実感す
る声が寄せられました。

国際交流協会

問 国際交流協会 ℡ 0772-69-0120

感謝状と委嘱状伝達
　民生委員・児童委員の任期満了に伴い、退任委員へ
の感謝状と新任・再任委員への委嘱状伝達式が 12 月 3
日、丹後文化会館で行われました。この日、これまで市
民と行政の橋渡し役として相談・援助に尽力された退任者
113 人に感謝状と記念品が贈られ、新たに 199 人に厚生
労働大臣・京都府知事からの委嘱状を伝達しました。任
期は令和 10 年 11月 30 日までの３年間となります。民
生委員・児童委員の活動にご理解とご協力をお願いします。
※写真／代表して感謝状の伝達を受ける今

い ま だ

田幸
こ う し ろ う

四郎さん

民生委員・児童委員

問 生活福祉課 ℡ 0772-69-0310

問 学校教育課
℡ 0772-69-0620

　

Kyotango Sea Labo

は
、市
内
の

中
高
生
を
対
象
に
、
市
と
海
外
の
大
学

研
究
者
、
大
学
生
、
地
元
企
業
ら
が
連

携
し
て
行
う
探
究
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
８
月
４
日
か
ら
５
日
間
、参
加

し
た
生
徒
た
ち
が
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
と

S

ス

チ

ー

ム

T
EA

M

教
育
、SD

G
s

を
学
び
な
が

ら
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
地
域
課
題
の
解

決
策
の
提
案
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
全
て
が
英

語
で
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
国
際
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
き
な
が
ら
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
（
共
感
▼
課

題
設
定
▼
発
想
▼
試
作
▼
検
証
）を
体
験
。

チ
ー
ム
で
議
論
を
重
ね
、
ア
イ
デ
ア
を

形
に
す
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
制
作
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
企
業
に
生
徒
た
ち
が
直

接
訪
問
し
、
担
当
者
か
ら
現
場
の
課
題
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
。
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
掘
り

起
こ
し
て
解
決
策
を
模
索
し
ま
し
た
。

　
「G

ive it a try

（
ひ
と
ま
ず
や
っ
て

み
よ
う
）」を
合
言
葉
に
、
最
初
は
緊
張
し

て
い
た
生
徒
た
ち
も
積
極
的
に
議
論
を
交

わ
す
よ
う
に
な
り
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア

を
次
々
と
形
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
終

日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
磨
き

上
げ
た
ア
イ
デ
ア
を
自
信
を
も
っ
て
発
表

し
、成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

この学習プログラムは、 大学の研究者らが設立したスカイラ

ボと市教育委員会が連携して、 本市ならではのカリキュラム

を開発 ・ 実施してきたもの。 地域を舞台に次世代を担う若者

の創造力と課題解決力を育む貴重な学びの場となっている

京
丹
後
か
ら
未
来
へ
。
「K

キ

ョ

ウ

タ

ン

ゴ

y
o

ta
n

g
o

 S

シ

ー

e
a
 L

ラ

ボ

a
b

o

」
開
催 

中
高
生
が
デ
ザ
イ
ン
思
考
で

地
域
課
題
に
挑
む
５
日
間

英語が飛び交
う

環境で仲間と
共に

課題解決に挑
む

バイリンガルの

大学生のサポートで

英語にも積極的に

チャレンジ

優良従業員として 152 人を表彰
　京丹後市商工会主催の優良従業員表彰式が 11 月 17
日、アミティ丹後で行われ、市内事業者の勤続年数ごと
に 10 年・20 年・30 年・40 年以上の勤務実績のある
方々152 人に、表彰状と記念品が授与されました。
※勤続年数 10 年…商工会長表彰 56 人／ 20 年…市
長表彰 40 人／ 30 年…丹後労働基準監督署長表彰
25 人／ 40 年…特別功労者表彰 31人
※写真／各年代の代表者として表彰された方々

市商工会優良従業員表彰

問 商工振興課 ℡ 0772-69-0440

アイモバイルに感謝状
企業版ふるさと納税の感謝状贈呈式

問 ふるさと応援推進課 ℡ 0772-69-1100

　株式会社アイモバイル（写真㊧ / 自治体サービス事業
部江

え ぐ ち

口順
なお

営業グループリーダー）から、企業版ふるさと
納税制度を通じて「京たんご梨の産地を守るプロジェク
ト」に 100 万円の寄附をいただき、10 月 8 日に感謝
状を贈呈しました。寄附は、京丹後が誇るブランド梨の

「京たんご梨」をはじめとするさまざま
な果樹の農家育成や、生産量増加に向
けた事業に活用させていただきます。

㈱アイモバイル

市議会12月定例会で令和7年度一般会計補正予算第7号
が可決、成立し、補正後の令和7年度予算総額は388億
127万円となりました。（※各予算額は表示単位で四捨五入）1億 5,495万円

補正予算の一部を紹介

補正
予算 補正予算一般会計

令和　年度7 第   号7

問 財政課 ℡ 0772-69-0160 新しい事業

水利施設管理強化事業補助金
問 農林整備課
℡ 0772-69-0430 355 万円

丹後中学校施設バリアフリー化改修設計
問 教育総務課
℡ 0772-69-0610 290 万円

中学校事故詳細調査関係経費
5月に市内中学校で発生した重大事態について第三者委
員会を設置し、関係者聞き取りや現地調査等により、発
生に至る経緯や原因について調査結果の報告を受ける
問 学校教育課
℡ 0772-69-0620 196 万円

丹後震災記念館耐震診断委託料の追加
問 文化財保存活用課
℡ 0772-69-0640 130 万円

新最終処分場整備に向けた下流水路と市道尾坂線の整備
新最終処分場整備関連経費

問 生活環境課 / 土木課
℡ 0772-69-0240/0772-69-0520 1億1,170 万円

峰山クリーンセンター設備維持工事
問 生活環境課
℡ 0772-69-0240 1,410 万円

産後ケア委託料の追加
問 子育て支援課
℡ 0772-69-0370 46 万円

高齢者帯状疱疹予防接種経費の追加
問 健康推進課
℡ 0772-69-0350 997万円

障害児者補装具給付費の追加
問 障害者福祉課
℡ 0772-69-0320 400 万円

 環境衛生

 子育て

 環境衛生

 福祉

 農業

 教育

 調査

 文化財

 福祉
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高齢者帯状疱疹ワクチン定期予防接種は
お済みですか？

今年度の対象者には、4 月下旬に予診票および説明書を
郵送しています。詳細はホームページをご覧ください。

※組換えワクチンについて
2 回接種が必要な組換えワクチンは 1 回目
の接種から 2 カ月あけて 2 回目を接種す
る必要があります。そのため1 回目の接種
は 1月中のできるだけ早期にお願いします。
2 回目の接種が 3 月 31日を過ぎてしまうと定期接種の
対象外となり、全額実費となりますのでご注意ください。

【例】1月 20 日接種 ➡ （2 回目）3 月 20 日以降～

対象者
申請年度の末日において20 歳未満の受験生の保護者等で下記①～④の全てに該当

① 受験生および保護者等が同一の世帯に属していること
② 申請年度において、世帯を構成する者のいずれもが住民税非課税であること
③ 世帯を構成する者のいずれもが本市に納入すべき市税等を滞納していないこと
④ 申請日において１年以上継続して本市の住民基本台帳に記録されていること

問 教育総務課
℡ 0772-69-0610

補助金額

大学等の受験に係る受
験料（大学入学共通テス
ト検定料を含む）につ
いて、受験生 1 人につ
き 53,000 円が限度。
※手数料等除く

問 健康推進課
℡ 0772-69-0350

種　　類

接種方法

回数

接種期限

自己負担

生ワクチン

皮下接種

1 回

3 月 31日

3,000 円

組換えワクチン（※）

筋肉内接種

2 回

7,000 円
（1 回につき）

1回目  2回目➡
1月中の
早期に

２
カ
月

あ
け
る

3 月
31日

建 物 問 都市計画・建築住宅課
℡ 0772-69-0530

空き家等流通促進の取り組み

空き家等の利活用（購入）希望者を募集！

市は、所有者が不存在の空き家等について、相続財産清算人
制度を活用して利活用 ( 購入 ) 希望者を募集し、流通促進に
取り組んでいます。詳細はホームページをご覧ください。

詳細

詳細

詳細

所 在 地 峰山町二箇地内
構　造 木造瓦葺平屋建
床 面 積 95.62 ㎡

土 地
面　積 330.88 ㎡
地　目 宅地

最低価格 300 万円
募集期限 3月31日 まで
応募方法 応募用紙に必要書類を添付して、都市計

画・建築住宅課に提出してください。

外観

非課税世帯の受験料を補助

大学等受験料支援補助金

経済的に困窮している家庭の受験料を支援します。

経済的に厳しい中にあっても、大学などへの進学を考えている受験生が
いる家庭の保護者に向け、受験料を支援する制度について案内します。
詳細はホームページをご覧ください。

※㊨写真の物件

問 税務課
℡ 0772-69-0180

�※�地区相談は、峰山税務署、近畿税理士会峰山支部、峰山納税協会、丹後広域振興局、本市の
　共催により開催します。
※峰山会場は峰山庁舎2号館（新庁舎）となりますのでご注意ください。

令和7年分所得税と令和8年度住民税（市民税・府民税）
の申告相談について

今年度、整理券の配布時間は当日の8：30からになります。

相談日程  〔  税務署相談   　税務署相談（土地等の譲渡所得、贈与税除く）   　地区相談   　市役所相談 〕

相談会場
2月 3月

16 17 18 19 20 24 25 26 27 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13 16
月 火 水 木 金 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月

 峰山税務署
 峰山庁舎2号館
 アグリセンター大宮
 アミティ丹後
 丹後庁舎
 弥栄庁舎
 久美浜庁舎

区 分 対 応 開設時間 対象税目

 税務署相談  税務署
 9：00 ～15：00（整理券配布 8:30 ～）
 ・LINE による予約も可能
 ・混雑状況により早めに相談受付を終了する場合あり

所得税
消費税
贈与税

 地区相談
 税理士
 振興局
 市役所

 9：00 ～15：00（整理券配布 8:30 ～）
 ・12：00 ～13：00 は休憩

所得税
住民税

 市役所相談  市役所  9：00 ～15：00（整理券配布 8:30 ～）
 ・12：00 ～13：00 は休憩

所得税
住民税

地区相談および市役所相談での相談内容  〔 〇 相談可 / × 相談不可 〕

相談内容 地区相談 市役所相談
 土地建物の譲渡所得、株式譲渡所得、
 雑損控除

 退職所得

 住宅借入金等特別控除

 青色申告

 上記以外の申告相談

〇

×

×
税理士が

対応

〇 〇

書類の整理 �※�事業収入（営業・農業など）や不動産収入のある人は、
収入金額・必要経費の分かる書類を項目ごとに集計
し、収支内訳書を作成の上ご来場ください。

※�医療費控除（セルフメディケーション含む）の適用を
希望する人は、事前に医療費控除の明細書を作成の
上ご来場ください。

持 ち 物
�① �地区相談の場合はスマートフォン・マ

イナンバーカード・マイナンバーカー
ドの２種類の暗証番号

② 給与・年金収入のある人は源泉徴収票 
③ �事業収入（営業・農業など）や不動産

収入のある人は、収支内訳書および収
入金額・必要経費の分かるもの

④ �国民年金保険料・生命保険料・地震保
険料などの支払控除証明書

⑤ �医療費控除の明細書、領収書（従来か
らの医療費控除適用の場合）

⑥ �セルフメディケーション税制の明細
書、予防接種済証（原本）、健康診断
結果通知表（健診結果部分を黒塗りし
た写しで可）など「一定の取り組み」
を行ったことの分かるもの（セルフメ
ディケーション税制適用の場合）

⑦ �申告者名義の預貯金口座番号（所得税
の還付を受ける場合）など

市 政 市 政
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感震ブレーカーは、地震が起きた際に揺れを感知して電気を自動で遮断します。そのため電気火災の発生リスクを軽減
する効果があります。また、ブレーカーを操作する必要がないため速やかに避難ができる点もメリットです。

全国自治体病院協議会「へき地医療貢献者表彰」

浦
う ら の

野俊
し ゅ ん い ち

一さんが受賞

25 年にわたり、地域の泌尿器
疾患患者の治療に尽力し、それ
まで遠方の病院でしか受けられ
なかった尿管ステント留置術や
膀胱悪性腫瘍手術など数多くの
手術を行い、多くの患者の治療
に貢献されました。

市立久美浜病院 副院長

　浦野俊一 さん

令和7年度    叙勲・褒章の受章者をご紹介 叙勲 ・ 褒章は、 国家または公共のために功労のある方や、 社会の各分野で

優れた功績のある方を、 国として表彰するものです。

【警察功労】

瑞宝双光章

池
い け は た

畑喜
き く ぞ う

久三 さん
元 京都府警部

昭和 60 年から平成 17 年まで丹後中央病院長とし
て務められ、長年にわたり医師として住民の健康
増進に尽力されました。また介護分野においても
訪問リハビリなどに取り組み、今日のリハビリに
特化した機関の礎を構築されるなど、地域医療の
充実に貢献されました。

問 医療政策課 ℡ 0772-69-0360

【保健衛生功労】

瑞宝双光章

笹
さ さ の

野 滿
み つ る

 さん
元 丹後中央病院長

問 医療政策課 ℡ 0772-69-0360

社会福祉功労者に対する厚生労働大臣表彰

岡
お か

眞
ま さ こ

子さんが受賞

20 年にわたり、京都府共同募
金会理事や京丹後市共同募金委
員会副会長を務めるなど、共同
募金運動推進のため率先して尽
力し、地域の社会福祉活動の向
上や推進に貢献されました。市共同募金委員会 副会長

　岡眞子 さん

問 生活福祉課 ℡ 0772-69-0310

高くなりがちな冬の光熱水費を抑えましょう

お家でできる冬の省エネ対策
冬は暖房器具などの使用に伴い、エネルギーの使用量が増える季節です。
ライフスタイルに合わせて、無理のない範囲で賢く節約してみましょう。

問 生活環境課 ℡0772-69-0240

① エアコン
★ 重ね着などをして設定温度を下げる。
★ フィルターはこまめに掃除する。

4つの工夫

省エネに
ついては
コチラ

R7 10月末 11 月末 増減
総人口 49,237 49,191 △ 46

男 23,723 23,702 △ 21
女 25,514 25,489 △ 25

世帯数 22,870 22,851 △ 19

市
人
口

届出（R7.11.1∼ 30）
転入 53 その他の

事由による
増減

転出 69
出生 28
死亡 58 0

■ 11 月 30 日付  【退職】竹下峻希／弥栄病院小児科医師 ■ 11 月 30 日付  【異動】山副ゆかり／生活福祉課課長（前・同課課長兼企画民生係長）■ 12 月 1 日付  【採 用】阪本幸華／生活福祉課主任、上田雄太／観光振興課主事、浅井霞／弥栄病院小児科医長 
■ 12 月 1 日付  【異動】藤野泰嗣／生活福祉課企画民生係長（前・同課主任）、中村真也／峰山消防署竹野川分遣所警備１係（前・同署消防１課救急１係）、　松田 功樹／峰山消防署消防１課消防 1係（前・同署久美浜分署警備 1係）、間芝良太／峰山消防
署竹野川分遣所警備 2係（前・同署同所警備 1係）、坪倉諒／峰山消防署久美浜分署警備 1係（前・同署竹野川分遣所警備 2係）、稲垣貴大／峰山消防署竹野川分 遣所警備 2係（前・消防本部総務課）、武田颯斗／峰山消防署消防１課消防 1係（前・消防
本部総務課）

市
人
事
異
動

② 冷蔵庫
★ 無駄な開閉を減らす、冷やしすぎに注意。
★ 食品を詰め込み過ぎない。

③ こたつ
★ 毛布など上掛けを活用して、暖気を
　 逃がさないようにする。

④ 給湯・お風呂
★ お湯の出しすぎに注意。
★ 追い焚きが必要ないように入浴の間隔を空けない。

昭和 45 年から約 42 年間、警察官として京都府北
部の峰山、網野、久美浜の 3 警察署（現京丹後警察
署）を主な勤務地として勤め、特に生活安全（防犯）
部門全般にわたり、公共の安全と秩序の維持に尽力
されました。

消防本部からのお知らせ

電気火災の対策に「感震ブレーカー」の設置を！
問 消防本部
℡ 0772-62-0119

地震により起こる火災の過半数は電気が原因です。

阪神・淡路大震災

6161％％

電気電気

1717％％

ガガス・ス・
石油機器石油機器

2222％％
その他その他

4646％％
その他その他

5544％％

電気電気

東日本大震災

地震によって発生する火災の過半数は、電
気設備や配線、電気製品が原因で起こる電
気火災です。過去に起きた大規模地震を見
ると、1995（平成7）年の阪神・淡路大震災
では 139 件の地震火災のうち 85 件（61
㌫）、2011（平成 23）年の東日本大震災で
は 108 件の地震火災のうち 58 件（54㌫）
の電気火災が発生しています。
出典：総務省消防庁 第1回住宅用火災警報器・感震ブレー
カー設置・維持管理対策会議資料（R6.10.31）

分電盤タイプ

【内蔵型】 【後付型】

センサーが揺れを感知してブレーカーを
切って電気を遮断

感震ブレーカーの設置でリスクを軽減できます。

簡易タイプ

【おもり玉・バネ・電池式】

おもりの落下やバネの作動などに
よりブレーカーを切って電気を遮断

【コンセント式】

揺れを感知し疑似漏電で漏電ブ
レーカーを作動させ電気を遮断

▶ 

後
付
型

普及活動を行っています。

消防本部予防課では、感震ブレーカーの重要性について広報
するためのモデル機を制作しました。今後、各種イベントや
訓練などで活用して普及促進を行っていきます。

▶ 

コ
ン
セ
ン
ト
式

おむつの正しい捨て方知ってる？ 問 生活環境課
℡ 0772-69-0240

① 排泄物はちゃんとトイレに流して、おむつの汚れた部分が
　 内側になるように小さく丸めます。
② ビニール袋に入れて口を結んだら、それを市指定のごみ袋
　 に入れて燃えるごみの日に出してください。

市 政 市 政
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今年も「広報京丹後」は、皆さまの

素敵な笑顔や頑張る姿をお届けします。
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
丹
後
町

間
人
地
域
で
活
動
す
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
中な

か
ざ
と里
佳よ
し
ふ
み史

隊
員
を
中
心
に
、
市
内
で
活

動
す
る
協
力
隊
メ
ン
バ
ー
が

企
画
し
、
食
と
音
楽
、
体
験

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
「
地

域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
お

こ
し
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
湯
が
き
た
て
の

コ
ッ
ぺ
ガ
ニ
や
カ
ニ
汁
、
炭
火

で
焼
い
た
サ
ザ
エ
や
サ
バ
を

販
売
す
る
ブ
ー
ス
に
長
い
行

列
が
で
き
、
体
験
ブ
ー
ス
で

は
、
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
や

ア
ワ
ビ
の
貝
殻
を
使
っ
た
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
を
来

場
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
空
軍B

A
N

D
 

O
F TH

E PAC
IFIC

に
よ

る
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ

れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

アメリカ空軍 BAND OF 
THE PACIFIC の迫力あ
るジャズの生演奏と美しい
に歌声に来場者は酔いし
れた

美味しいカニに

大人も子どもも

笑顔でいっぱい！

カニカニ××まちおこしまちおこし
京丹後の冬の味覚ズワイガニをはじめとした地域資源を生かしたまちおこしをテーマに
11 月 23 日、丹後地域公民館で「まるっぽ間人か～にバル」が初開催されました。

PICK UPPICK UP
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活動内容
はコチラ

さんさん小小
こ に しこ に し

西西  夢夢
の ぞ みの ぞ み

　

久
美
浜
町
出
身
の
小
西
夢
さ
ん
。
高
校
を
卒

業
し
て
大
学
に
進
学
し
、
大
阪
や
神
奈
川
で
ア

パ
レ
ル
会
社
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ
ム
の
ト
レ
ー

ナ
ー
を
経
験
し
た
後
、
昨
年
の
春
に
京
丹
後
へ

Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　

「
大
学
で
京
丹
後
を
出
た
と
き
か
ら
、
将
来

的
に
は
地
元
に
帰
っ
て
生
活
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
す
ぐ
の
頃
、

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
り
た
い
と
き
に
地
元
に
帰
れ
な

か
っ
た
り
、
家
族
に
会
え
な
い
よ
う
に
な
っ
た

と
き
、
家
族
が
元
気
な
う
ち
に
京
丹
後
へ
帰
り

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま

す
。
現
在
は
、
豊
岡
市
竹
野
町
に
あ
る
カ
フ
ェ

C
o
u
co
u(

ク
ク
ー)

と
地
域
情
報
を
配
信
す
る

京
丹
後
経
済
新
聞
の
記
者
と
し
て
働
き
な
が

ら
、
京
丹
後
の
自
然
に
囲
ま
れ
て
趣
味
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
小
西
さ
ん
。

　

「
学
生
の
時
に
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
美
味

し
い
ご
は
ん
や
自
然
、
人
の
温
か
さ
、
良
い
と

こ
ろ
を
た
く
さ
ん
知
り
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
で
お

客
さ
ん
に
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
た

り
、
自
分
な
り
に
い
い
な
と
思
う
も
の
を
見
つ

け
て
取
材
を
し
た
り
。
京
丹
後
と
竹
野
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、
意
外

な
と
こ
ろ
に
繋
が
り
が
見
つ
か
っ
た
り
、
と
て

も
面
白
い
で
す
。
時
代
が
変
わ
り
、
廃
れ
て
し

ま
っ
た
部
分
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
今
は
、

そ
れ
以
上
に
新
し
い
場
所
や
人
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
小
西
さ
ん
。

　

「
今
後
は
大
好
き
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作
っ
た
り
、
人
が
繋
が
る
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
り
、
仕
事
以
外
で
も
自
分
発
信
で

関
わ
る
人
を
楽
し
く
さ
せ
る
よ
う
な
事
を
し

て
み
た
い
。
そ
れ
が
結
果
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
よ
う
な
事
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
と
思
う
こ
と
は
全
部
、
人
と
の
繋
が
り
の
中
に
あ
る

楽
し
い
と
思
う
こ
と
は
全
部
、
人
と
の
繋
が
り
の
中
に
あ
る  

――
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10 月 19 日、道の駅丹後王国「食のみやこ」
で開催されたタンゴロックンロールミュージッ
ク。" 音楽が好きで、音楽を楽しみたい生徒と
一緒に作り上げるイベント" をテーマに峰山高
校軽音学部をはじめ、綾部高校、豊岡高校の
軽音学部の生徒が参加しライブを披露。また、
地元出身のプロバンド UNCHAIN も参加し、
ライブ前には UNCHAIN のメンバーと生徒
たちによるトークショーが行われました。イベ
ント最後のスペシャルライブでは、生徒たち
とUNCHAIN によるコラボステージで締めく

くられ、会場に集まった観客から盛大な拍
手が送られました。

プロアーティストを間近で見て、一緒に演奏することで生徒に音楽の楽
しさを改めて知ってほしいと、峰高軽音楽部外部顧問の山田勝さんを
中心とするTANGO R&R MUSIC実行委員会が主催し、イベントが実現。

音楽が好きな子どもたちへ音楽が好きな子どもたちへ
一緒に作るライブイベント一緒に作るライブイベント
音楽が好きな子どもたちへ
一緒に作るライブイベント

音楽が大好きな子どもたちのために

久美浜町にある東本町ふれあい公園。" 地域に子ど
もたちが遊べる場所がほしい "という地域の保護者
たちの声を受け、地元の久美浜一区自治会がアメ
ニティー久美浜公園にあるハンモック型ブランコや
鉄棒に続き、砂場を設置しました。事前に行われ
た色塗りには久美浜保育所の子どもたちや東本町
子ども会の小学生が参加し、オリジナルの砂場が
完成しました。
10 月 22 日に行われた完成披露会には、色塗りを
した子どもたちとその保護者が参加し、完成した
ばかりの砂場で楽しそうに遊ぶ子どもたちの姿が
見られました。

地元の木を使用してつくられた砂場は蓋つきで、衛生面にも配慮。
木枠は久美浜湾をイメージした青色で、蓋にはかぶと山と砂場の名
前「くみっこすなば」が書かれている。

子どもたちが安心して遊べる場を

地域の声をかたちに地域の声をかたちに
「くみっこすなば」が完成！「くみっこすなば」が完成！
地域の声をかたちに

「くみっこすなば」が完成！

街の話題トピックス　ー　MACHI NO WADAI
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陸
上
教
室

　

11
月
15
日
、
は
ご
ろ
も
陸
上
競
技

場
で
青
山
学
院
大
学
陸
上
部
の
学
生

に
よ
る
陸
上
教
室
が
開
か
れ
、
丹
後

地
域
の
中
学
陸
上
部
員
27
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
日
開
催
さ

れ
た
丹
後
大
学
駅
伝
に
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
オ
ー

プ
ン
参
加
が
実
現
し
た
青
山
学
院
大

学
の
学
生
を
講
師
に
、
関
西
学
生
陸

上
競
技
連
盟
が
企
画
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
中
学
生
た
ち
は
、
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
学
生
に
指
導
を
受
け
る

貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

青
山
学
院
大
学
陸
上
部
の

学
生
が
指
導

青山学院大学の学生講師の指導のもとでストレッチを
行う中学生たち。

駅
伝
競
走
大
会

　

第
59
回
久
美
浜
湾
一
周
駅
伝
競
走

大
会
が
11
月
23
日
、
久
美
浜
浜
公
園

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
６
区

間
（
全
15
・
３
㎞
）
の
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
内
外

か
ら
44
チ
ー
ム
が
参
加
。
当
日
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
全
チ
ー
ム
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
熱
い

レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

１
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
の
は
、
男
子

高
校
生
の
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

「
但た

じ
ま
 
え
ー
し
ー

馬
Ａ
Ｃ
」
で
、
記
録
は
48
分
42

秒
で
し
た
。

久
美
浜
湾
一
周
駅
伝
競
走

大
会
を
開
催

久美浜浜公園に設置されたゲートから号砲と共にス
タートする第１走者たち。

「市内で活動する青少年スポーツ
教室」への掲載希望は生涯学習課
℡ 0772-69-0630 まで

其
の
四

世
界
に
タ
ッ
ク
ル
・
栄
光
に
近
道
な
し

市
内
で
活
動
す
る
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

網
野
町
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

　
網
野
町
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
は
、

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
て
い
ま
す
。「
世
界
に
タ
ッ

ク
ル
」「
栄
光
に
近
道
な
し
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、年
齢
に
応
じ
て
マ
ッ
ト
運
動

や
基
礎
的
な
体
力
づ
く
り
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
練
習
は
、
丹
後
緑
風
高
校

レ
ス
リ
ン
グ
部
の
先
輩
た
ち
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
試
合
や
合
宿
、

遠
征
を
通
し
て
、
心
身
共
に
楽
し
く
！

強
く
！
仲
間
と
共
に
成
長
！
。
ま
ず

は
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
。
見
学
か

ら
で
も
い
い
で
す
よ
♪

【活動場所】 丹後緑風高校
網野学舎小体育館

【問 合 先】 代表　吉岡 治
090-3280-2965

HP

【活動日時】 火・金  曜日

19 時～ 20 時 30 分

Photo
関西大学８区・平

ひ ら の

野圭
け い と

人選手（３年）。フィニッ
シュを待つチームメイトに嬉しそうな表情で
視線を送りゴールテープを切った。

　

丹
後
大
学
駅
伝
（
第
87
回
関
西

学
生
対
校
駅
伝
競
争
大
会
）
が
11
月

15
日
、
丹
後
地
域
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
関
西
学
生
陸

上
競
技
連
盟
主
催
の
関
西
２
府
４
県

の
男
子
大
学
駅
伝
界
の
頂
点
を
決
め

る
伝
統
あ
る
大
会
で
、
丹
後
地
域
で

の
開
催
は
31
回
目
、
現
在
の
コ
ー
ス

（
宮
津
市
民
体
育
館
ス
タ
ー
ト
・
京

丹
後
は
ご
ろ
も
陸
上
競
技
場
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
）
の
開
催
は
３
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

８
区
間
（
74
・
７
㎞
）
の
コ
ー
ス

で
競
う
丹
後
大
学
駅
伝
、
今
回
の
出

場
校
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ン
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
支
援
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
参
加
の
青
山
学
院
大
学
を

含
む
23
校
。

　

レ
ー
ス
は
前
半
、
大
会
３
連
覇
を

狙
う
京
都
産
業
大
学
が
１
区
・
松ま

つ
ば
ら原

幸こ
う
の
す
け

之
助
選
手
（
２
年
）
の
区
間
新
記

録
で
好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

中
盤
か
ら
は
、
粘
り
の
あ
る
レ
ー
ス

運
び
で
順
位
を
上
げ
て
い
く
関
西

大
学
が
６
区
・
嶋し

ま
だ田

匠た
く
み海

選
手
（
４

年
）
の
区
間
新
記
録
の
快
走
で
先
頭

に
立
つ
と
、
７
区
、
８
区
で
後
続
を

突
き
放
し
、
最
終
２
位
の
関
西
学
院

大
学
に
１
分
以
上
の
差
を
付
け
、
56

年
ぶ
り
12
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

①号砲とともに宮津市民体育館からスタートする選手たち。②第 2 中継所京丹後市大宮庁
舎前でタスキを繋ぐオープン参加の青山学院大学。3 時間 44 分 41 秒（参考記録）で参加
校中１番目にゴール。③ 6 区・嶋田選手の快走で勢いづく関西大学。1

2 3

丹後大学駅伝
第 87 回関西学生対校駅伝競走大会

上位 10 校の記録
順位 学 校 名 記　録

1  関西大学 3 時間 45 分 55 秒
2  関西学院大学 3 時間 47 分 32 秒
3  大阪経済大学 3 時間 47 分 42 秒
4  京都産業大学 3 時間 48 分 06 秒
5  立命館大学 3 時間 50 分 36 秒
6  摂南大学 3 時間 55 分 08 秒
7  京都大学 3 時間 55 分 59 秒
8  神戸大学 3 時間 56 分 01 秒
9  龍谷大学 3 時間 56 分 58 秒

10  同志社大学 3 時間 57 分 46 秒

56 年ぶり

関西大学が優勝！

Ayumi MiyashitaＣ
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11
月
16
日
に
亀
岡
市
で
開
催

さ
れ
た
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
剣
道
交
流
大
会
で
、
京
丹
後

チ
ー
ム
が
５
位
入
賞
。
１
月
18

日
に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
る
近

畿
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

大
将
の
平ひ

ら
お
か岡

洵し
ゅ
ん
と人

選
手
は
「
稽

古
の
成
果
が
出
せ
る
よ
う
協
力

し
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
意

気
込
み
ま
し
た
。

剣
道
・
小
学
生
５
人
の
京
丹
後
合
同
チ
ー
ム

近
畿
大
会
出
場
！

京
丹
後
勢
14
年
ぶ
り

左から、先鋒・服部太一、次鋒・牧野心春（峰山少年剣道教室）、
中堅・小牧経児（大宮真武館）、副将・濱出鈴音（京都至誠館）、大将・
平岡洵人（大宮真武館）※敬称略、写真提供：チーム関係者

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会
　

京
丹
後
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
第
７
回
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

が
11
月
27
日
、
網
野
体
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
同
会
が
健
康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
実
施
す

る
も
の
で
、
今
回
は
１
７
２
人

が
参
加
。
競
技
は
個
人
戦
と
１

チ
ー
ム
５
人
の
団
体
戦
で
行
わ

れ
、
３
ゲ
ー
ム
の
合
計
得
点
で

競
い
ま
し
た
。

モ
ル
ッ
ク
大
会

　

第
２
回
京
丹
後
市
モ
ル
ッ
ク
大
会

in

い
さ
な
ご
が
11
月
24
日
、
い
さ
な

ご
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

大
会
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
と
モ
ル
ッ
ク
の
普
及
を
目
的
に

実
施
し
た
も
の
で
、
親
子
や
地
域
の

仲
間
で
構
成
さ
れ
た
16
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。　

　

競
技
は
リ
ー
グ
戦
と
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
勝
利
を
目
指
し
つ
つ
笑
顔

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

京
丹
後
モ
ル
ッ
ク
大
会

を
開
催

スキットル（数字が書かれた木の棒）を狙い、モルック
（木の棒）を投げる参加者。

野
村
克
也
講
演
会

野
村
克
也
さ
ん
を
忘
れ
な
い

　
「
野
村
克
也
さ
ん
を
忘
れ
な
い
」

人
々
の
会
が
主
催
す
る
野
村
克
也
講

演
会
が
11
月
24
日
、
ア
ミ
テ
ィ
丹
後

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
壇
者
は
ス
ポ
ー
ツ
記
者
で
野
村

家
公
認
・
野
村
克
也
研
究
家
の
飯い

い
だ田

絵え
み美

さ
ん
、
同
講
演
会
で
は
恒
例
と

な
っ
た
山や

ま
だ田

雅ま
さ
と人

さ
ん
。

　

来
場
者
た
ち
は
二
人
の
話
に
耳
を

傾
け
、
野
村
克
也
さ
ん
の
偉
業
を
改

め
て
称
え
、
思
い
出
話
を
懐
か
し
ん

で
い
ま
し
た
。

野村克也さんの懐かしい話に時折笑顔を見せる山田雅人さん（左）
と飯田絵美さん。山田さんは生前に長島茂雄さんから、飯田さんは
野村克也さんから譲り受けたネクタイを締め登壇しました。

野村克也 さん（ 1935-2020 年）

網野町生まれ。峰山高校野球部 OB。プロ野球選手では戦後初の三冠王達成、監督ではリーグ優勝 4 回、日本一 3 回。2009 年に本市の名誉市民に。

20

も
し
れ
ま
せ
ん
。

清
水　
た
だ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
ど
ん
ど
ん

情
報
が
流
れ
て
い
く
の
で
、
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
い
る
人
に
は
届
く
け
ど
、
何

を
見
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
人
に
は
意

外
と
情
報
が
届
い
て
い
な
い
で
す
ね
。

チ
ラ
シ
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
わ
ら
ず
年
代

に
よ
る
情
報
格
差
が
あ
る
こ
と
は
、
こ

の
会
議
を
通
し
て
知
れ
た
こ
と
で
す
。

課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
切

川
口　
経
験
談
で
す
が
、
チ
ラ
シ
を
置

か
せ
て
く
れ
た
施
設
の
人
が
、
お
客
さ

ん
に
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
を
し
て
く
れ
た

り
、
勧
め
て
く
れ
た
り
し
て
、
そ
の
お

か
げ
で
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
人

は
多
い
で
す
。
ラ
ッ
ク
を
設
置
し
た
先

で
、
常
に
同
じ
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
情
報
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け

や
、「
こ
こ
に
来
れ
ば
最
新
の
情
報
が

得
ら
れ
る
」
と
い
う
拠
点
が
あ
る
と
良

い
で
す
ね
。

田
中　
文
化
芸
術
の
情
報
は
置
い
て
、

他
は
置
か
な
い
っ
て
く
ら
い
の
差
別
化

が
必
要
か
も
。

川
口　
情
報
発
信
は
あ
く
ま
で
手
段
。

こ
の
ま
ち
の
文
化
芸
術
の
底
上
げ
に
な

る
き
っ
か
け
を
推
進
会
議
で
つ
く
り
た

い
で
す
ね
！

今
井　
文
化
芸
術
の
イ
ベ
ン
ト
で
相
互

に
紹
介
、
宣
伝
す
る
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

田
中　
今
あ
る
課
題
に
向
き
合
い
、
で

き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
市
内
の
文
化

芸
術
活
動
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、計
画
の
基
本
理
念「
文
化
芸
術
を

楽
し
み 

人
が
輝
く
京
丹
後
」の
実
現
に

つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
！

右から、清水陽太さん（京丹後市文化芸術のまちづくり推進会
議会長、関西弦楽器製作者協会会長）、田中博之さん（丹後吹
奏楽団会長）、今井千穂さん（モダンバレエ、フラダンス教室
を主宰）、川口優子さん（グラフィック・Web デザイナー）

昨年の 7 月には、全国公立文化施設協会
の支援員制度をを活用し、専門家を招き
広報研修会を開催

活動を振り返る会長の清水さん

問  生涯学習課 ℡ 0772-69-0630

「
文
化
芸
術
を
楽
し
み

　
　

人
が
輝
く
京
丹
後
」
の
実
現
へ

課
題
と
向
き
合
い

で
き
る
こ
と
か
ら
実
践

文
化
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

座
談
会

　

令
和
４
年
度
に
京
丹
後
市
文
化
芸

術
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
に
は
、
同
計
画
を
適
正
か
つ

効
果
的
に
推
進
し
、
文
化
芸
術
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
京
丹
後

市
文
化
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議（
以
下
、
推
進
会
議
）が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
推
進
会
議
で
は
、
専
門
分
野

の
異
な
る
15
人
の
委
員
が
、
市
へ
既
存

事
業
の
改
善
策
や
新
規
事
業
の
提
案

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
期
の
会
議
で
は
、
各
委
員
が
課
題

意
識
を
持
っ
て
い
る
「
情
報
発
信
」
に

つ
い
て
、
継
続
的
に
議
論
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
12
月
８
日
は
、
４
人
の
委
員

が
大
宮
庁
舎
に
集
ま
り
、
活
動
や
議
論

の
内
容
を
振
り
返
り
ま
し
た 

―
―
― 

。

発
信
す
る
だ
け
で
は
届
か
な
い

清
水　
早
い
段
階
か
ら
文
化
芸
術
専
用

の
チ
ラ
シ
ラ
ッ
ク
を
作
る
と
い
う
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

田
中　
公
的
な
施
設
で
は
ポ
ス
タ
ー
掲

示
や
チ
ラ
シ
配
架
の
ル
ー
ル
な
ど
も
あ

り
、
お
願
い
し
て
も
気
軽
に
受
け
て
く

れ
る
所
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

川
口　
今
、
ど
ん
な
チ
ラ
シ
で
も
置
い

て
く
れ
る
場
所
は
、市
内
に
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

今
井　
会
議
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

川
口　
京
丹
後
市
に
は
、市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
う
し
た
ツ
ー
ル
を
使
う
の
も
良
い
か
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貸

時

問

市立図書館の
情報はコチラ

1図書館だより LIBRARY

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1月／図書館カレンダー

※赤字は休館日

乾 栄里子（作）／たしろ ちさと（絵）／世界文化社

大晦日、うさぎくんにぴかぴかのすてきな手紙が
届きました。その手紙には、「明日の朝、7 時に原っ
ぱにきて」と書いてあります。手紙は、わにくん
やくまくんみんなにも届いていましたが、誰から
来た手紙なのかはわかりませんでした。
翌朝、みんなで原っぱに行くと、そこに現れたの
は…おひさまでした。

「おめでとう いつもみてるよ、おうえんしてる
よー」と。

『 ぴかぴかのおてがみ 』 『 涙の箱 』

ハン・ガン（作）／きむ ふな（訳）／評論社 

昔、それほど昔ではない昔、ある村のひとりの子
どもは、いつも予測も理解もできないところで涙
を流す。その瞳は吸い込まれるように真っ黒で、
いつも水に濡れた丸い石のようにしっとりと濡れ
ていた。ある日、「涙を集める人」という男がた
ずねてきて、この世で最も美しい「純粋な涙」を
探していると話す。男は子どもがそれを持ってい
るのではないかと言うのだが…。

ど
ん
な
時
も

　
誰
か
が
見
守
っ
て
い
る

涙
を
め
ぐ
る
、

あ
た
た
か
な
希
望
の

も
の
が
た
り

図書館のホームぺージから、本の貸出状況の確認や本の予約、延

長手続きなどができます。利用にはパスワードの設定が必要です

ので、希望される人は図書館カウンターにお申し出ください。

市立図書館では、5 年に 1 度、図書館の利用者登録の内容を
確認して資格の更新を行っています。
登録内容の確認項目は、住所・氏名・生年月日です。
確認の際には、マイナンバーカード・運転免許証・住民票などの
公的な証明書の提示をお願いします。

パスワードの設定について

資格更新の際には、
　   　　証明書の提示をお願いします！

22

丹
後
文
化
会
館

1.18 
宝
く
じ
文
化
公
演

 

中
丸
三
千
繪
＆
秋
川
雅
史

 

プ
レ
ミ
ア
ム
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

《開演》14：00～ ※開場13：３0

問 丹後文化会館 ℡ 0772-62-5200

（日）
チ
ケ
ッ
ト

発
売
中
！

一　般 ：2,500 円 ( 当日 3,000円）  
高校生以下 ：1,500 円 ( 当日 2,000円） 

宝くじの助成により、特別料金になっています。
主催 /  京丹後市、市教育委員会、京都府、（公財）    
        京都府丹後文化事業団、（一財）自治総合

          センター

全席
指定

2月号は1月23日（金）発行です。

友が遠方から訪ねて来てくれるのはなんと

嬉しいことではないか — 。年末に学生時

代の旧友が会いに来てくれた。思い出の詳細が食い

違ったりもしたが、互いの記憶をつなぎ合わせる作業

はとても楽しいものだった。そして、我が家でコッペガ

ニの食べ方をレクチャーしながら、なぜか孔子の話に

なり、自分の名前が「論語」に由来することを思い出

した。そこに込められたのは「よく学びよく遊べ」とい

う願いだと自分なりに解釈している。良い名前をつけて

くれた両親には感謝している。皆さんはどんな年末年

始を過ごしただろう。

コッペと論語と私
わ
さ
お

2 号館 2 階2 号館 2 階

市民コラボラウンジ

  峰山庁舎2号館 市民利用スペースを使ってみよう！

つなげられるつなげられる
カラフル机！カラフル机！

Wi-FiWi-Fiもも
利用可能！利用可能！

こ
こ
で

こ
こ
で

　

宿
題
や
る
ぜ
！

　

宿
題
や
る
ぜ
！

こ
こ
で

　

宿
題
や
る
ぜ
！

問 都市・地域拠点整備推進室 ℡ 0772-69-0530

ちょっとした作業や打ち合わせ、読書など、さまざまな用途で
活用できる交流スペース。空調はもちろん Wi-Fi も利用でき
ます。市役所に用事がある時だけでなく、いつでも気軽に立ち
寄れる新しい活動や交流が生まれるような場所です。
※ 開庁時間中は予約不要で自由にご利用いただけます。
　 譲り合ってご利用ください。

mame

　アレンジを
   楽しんで
お餅に包まれている中身でイメージ
が大きく変わる大福。定番のあんこ
はもちろん、クリームやチーズ、フルー
ツなんかも相性抜群！組み合わせは
自由なので、甘さや食感など自分好
みの大福を作ってみると楽しいかも。

黒豆煮とお餅で

黒豆大福

お正月の残り物をリメイク！★

 楽しみ方
 いろいろ

切り餅（50g/ 個） …………… 4 個
水 ………………………… 100 ㏄
砂糖 ………………………… 50 ｇ
黒豆煮 ……………………… 60 ｇ
お好みのあん ……………… 適量
片栗粉 ……………………… 適量

（打ち粉用）

  材料（4 個分）

❶ ボウルに切り餅・水を入れて
ラップをかけ、600W のレンジ
で約 4 分加熱する
❷ 砂糖を加えて透明感が出るま
で混ぜ、水気を切った黒豆煮を
加えて軽く混ぜる
❸ 片栗粉をふるったバットに取り
出し、上からも片栗粉をかけ、4
等分にした生地でお好みのあん
を包み丸く形を整える。

生地同士がくっつきにくくなるので、余分
な粉は落としてから包むのがポイント！

  作り方

大きな福と書いて「大福」だなんて縁起の
良いネーミングですよね。もともとは「大腹
餅」と書いていたそう。これは大福の形が
大きく膨らんだお腹の形に似ていた
ことからつけられたという説があり
ます。やがて「腹」では語感が良
くないと「福」が使われるように
なり、縁起物としてのイメージが強
くなったことで、祝い事の席などで
の登場シーンが増えたそうですよ。
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広
告

広
告

広
告

料日時 場所 対象者 定員 料金 受付 持参物 その他 問い合わせ【 記号の見方 】 ➡ 対所時 定 持 受 他 問

市役所（代表） ℡ 0772-69-0001 H P〔https://www.city.kyotango.lg.jp/〕

FAX℡〒 郵便 電話 ファクシミリ HP ホームページ メール ※ 料金表示のないものは無料、受付表示のないものは申込不要です

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
け
付
け

　

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

【
定
期
受
付
】

○�

業
種
：
物
品
等
の
供
給
お
よ
び

役
務
の
提
供

○�

資
格
有
効
期
間
：
令
和
８
・９
年

度（
２
年
間
）

【
追
加
受
付
】

○�

業
種
：
建
設
工
事
、測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
※
市

内
に
本
店
が
あ
る
場
合
に
限
る

○�

資
格
有
効
期
間
：
令
和
８
年
度

（
１
年
間
）※
令
和
７
・８
年
度
資

格
を
有
す
る
場
合
は
申
請
不
要

受 �

２
月
１
日（
日
）～ 

28

日（
土
）
ま
で 

問 

入
札
契
約
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
７
０

令
和
８
年
度（
令
和
７
年
分
）

の
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　

給
与
の
支
払
い
の
際
に
所
得
税

を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る
事

業
者
は
、
令
和
８
年
１
月
１
日

（
木
）に
本
市
に
居
住
し
て
い
る
従

業
員
の
給
与
支
払
報
告
書
を
作
成

し
、
２
月
２
日（
月
）ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
電
子
的
方
法
に
よ
る
提
出
】

　

令
和
６
年
に
税
務
署
に
提
出
し

た
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
枚

数
が
１
０
０
枚
以
上
の
給
与
支
払

者
は
電
子
的
方
法
に
よ
る
提
出
が

法
令
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、特
別
徴
収
税
額
決
定

（
変
更
）
通
知
書
の
電
子
デ
ー
タ

で
の
送
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も

e
L
T
A
X
で
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
紙
に
よ
る
提
出
】

　

窓
口
、
市
民
局
（
峰
山
除
く
）

に
総
括
表
、
個
人
別
明
細
書
、
普

通
徴
収
切
替
理
由
書
（
普
通
徴
収

対
象
者
が
い
る
場
合
）
を
提
出
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

の
際
に
支
払
者
の
個
人
番
号
を
確

認
し
ま
す
の
で
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
代
理
人
が
提
出
す
る
場

合
は
委
任
状
に
よ
る
代
理
権
の
確

認
、
代
理
人
の
身
元
確
認
と
支
払

者
（
個
人
事
業
主
の
場
合
）
の
番

号
確
認
を
行
い
ま
す
。

問 

税
務
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
８
０

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

対 �

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
に
次
の
い
ず
れ
か
の

失
業
等
給
付
を
受
け
る
人

　

�

▼
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資

格
者
※
離
職
理
由
コ
ー
ド
11
・

12
・
21
・
22
・
31
・
32
▼
雇
用

保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
※
離

職
理
由
コ
ー
ド
23・
33・34

【
対
象
期
間
】

○�

令
和
２
年
３
月
31
日
～
令
和

３
年
３
月
30
日
に
離
職
し
た

人
は
令
和
３
年
度
の
み

○�

令
和
３
年
３
月
31
日
以
降
に

離
職
し
た
人
は
離
職
の
翌
日

か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間

※�
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者

証
、
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給

資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は

軽
減
の
対
象
外

持 �

特
例
対
象
被
保
険
者
等
申
出

書（
窓
口
、市
民
局（
峰
山
除
く
）

に
設
置
）、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証

受 �

窓
口
、市
民
局（
峰
山
除
く
）へ

問 

税
務
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
８
０

除
雪
作
業
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

３
月
15
日（
日
）ま
で
を
除
雪
期

間
と
し
て
積
雪
量
が
お
お
む
ね
10

㌢
以
上
の
場
合
に
原
則
午
前
５
時

か
ら
道
路
除
雪
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便

を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
除
雪
作
業
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

管
理
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
５
１
０

 

案 

内

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
指
定

【
新
規
】

　

松
栄
建
設
㈱

【
更
新
】

　

㈱
井
上
工
業
・
丹
後
水
道
㈱
・

峰
山
建
材
工
業
㈱
・
小
牧
配
管
所
・

㈱
大
建
・
西
田
建
設
㈱
・
橋
本
設

備
・
堀
江
設
備
・
㈱
水
口
組
・
㈲

足
与
商
店
・
タ
カ
ノ
電
気
㈲
・
㈲

藤
原
電
気
工
業
・
マ
ツ
ミ
デ
ン
キ
・

松
本
燃
料
㈱
・
㈱
室
野
商
店
・
森

電
気
工
業
㈱
・
安
田
技
工
・
㈱
谷

配
管
設
備
・
㈲
戸
田
建
設
工
業
・

藤
村
電
業
㈱
・
宮
本
電
気
設
備
・

工
藤
設
備
・
㈱
澤
土
木
・
土
肥
水

道
・
永
嶋
設
備
・
平
林
電
気
・
岸

本
水
道
・
木
下
電
器
商
会
・
㈱
辻󠄀

建
設
・
野
村
電
気
設
備
・
村
岡
商

事
・
和
田
電
気
商
会
・
㈱
三
野
工

務
店
・
㈱
山
添
電
気
・
㈱
山
田
電

気
商
会
・
入
柿
工
業
㈱
・
金
下
建

設
㈱
・
宇
野
管
工
・
藤
忠
㈱
・
板

垣
設
備

他 �

全
事
業
者
一
覧
は
HP
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問 

施
設
管
理
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
５
８
０

令
和
８
年
京
丹
後
市

は
た
ち
を
祝
う
式
典

時 �

３
月
15
日（
日
）
14
時
～ 

　
（
受
付
13
時
～
）

所 

丹
後
文
化
会
館

対 �

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市
内
中

学
校
卒
業
生
な
ど

他 �

12
月
に
対
象
者
へ
案
内
文
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に

届
い
て
い
な
い
場
合
は
生
涯
学

習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
６
３
０

お
む
つ
代
に
係
る

医
療
費
控
除
の
た
め
の

「
確
認
書
」の
交
付

　

お
む
つ
代
を
確
定
申
告
の
医
療

費
控
除
で
申
告
す
る
場
合
、
お
む

つ
使
用
証
明
書
に
代
え
、
要
介
護

認
定
に
使
用
し
た
主
治
医
意
見
書

の
内
容
を
確
認
し
た
書
類
（
確
認

書
）
で
申
告
で
き
ま
す
。
交
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
窓
口
へ
申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

対 �

次
の
①
～
③
す
べ
て
の
要
件
か

つ
④
ま
た
は
⑤
に
該
当
す
る
人

①�

本
市
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る

②�

障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度（
寝
た
き
り
度
）が
ラ
ン
ク

B
ま
た
は
C

③�

失
禁
へ
の
対
応
と
し
て
カ
テ
ー

テ
ル
ま
た
は
尿
失
禁
に
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
る

④�

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除

を
受
け
る
の
が
１
年
目
の
人
で

要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
が
６

カ
月
以
上

⑤�

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除

を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の

人
で
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間

が
13
カ
月
以
上

受 �

窓
口
、
市
民
局
（
峰
山
除
く
）

へ
申
請
書
を
提
出

問 

長
寿
福
祉
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
３
３
０

施
設
使
用
料
等
の

減
免
期
間
の
延
長

　

施
設
使
用
料
等
の
減
免
登
録
を

し
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
、
有
効

期
限
を
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
（
水
）

ま
で
延
長
し
ま
す
。

問 

財
政
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
６
０

文
化
財
防
火
運
動

　

１
月
26
日（
月
）は
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。
消
防
本
部
・
消

防
団
で
は
貴
重
な
文
化
財
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
に
１
月
23
日

（
金
）～
29
日（
木
）ま
で
文
化
財

防
火
運
動
を
行
っ
て
文
化
財
の

火
災
予
防
の
啓
発
や
警
戒
に
あ

た
り
ま
す
。

問 

消
防
本
部
予
防
課

℡
０
７
７
２（
62
）５
１
１
９

定
住
促
進
奨
学
金
返
還
支
援

補
助
金

　

京
丹
後
市
に
定
住
し
、就
業（
市

内
か
ら
通
勤
）
す
る
若
者
で
、
大

学
な
ど
の
在
学
中
に
借
り
入
れ
た

奨
学
金
の
返
還
を
行
う
人
を
支
援

し
ま
す
。
補
助
金
額
、
要
件
な
ど

詳
細
は
HP
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

受 

２
月
６
日（
金
）ま
で 

問 

教
育
総
務
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
６
１
０

補
助
金・助
成
金
など
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自
衛
官
等
募
集

※�

募
集
種
目
や
試
験
日
程
並
び
に

自
衛
隊
の
説
明
は

気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 �

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部 

京
丹
後
地
域
事
務
所

℡
０
７
７
２（
64
）２
４
９
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
者
の
募
集

　

健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
人
の

入
会
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
入
会
説
明
会
は

随
時
実
施
。
詳
細
は
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 �

京
丹
後
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
７
２（
65
）０
０
５
２

問 �

久
美
浜
連
絡
事
務
所

℡
０
７
７
２（
82
）１
９
２
０

市
施
設
利
活
用
提
案
を
募
集

　

利
活
用
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
旧
丹
後
保
健
セ
ン
タ
ー

 （
建
物
：
購
入
、土
地
：
貸
借
）】

○�

建
物
：
事
務
所・
物
置（
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造 

延
５
１
６
㎡
）

○
土
地
：
畑
等（
９
１
０
・
３
２
㎡
）

受 �

２
月
13
日（
金
）ま
で
に
窓
口
へ

問 

生
活
福
祉
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
３
１
０

自
動
販
売
機
設
置
事
業
者

を
募
集

他 �

公
共
施
設
に
お
け
る
自
動
販
売

機
設
置
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
詳
細
は
HP
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

財
産
活
用
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
０
８
０

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

知
事
と
新
入
学
児
童
等
の

つ
ど
い

　　

小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
の
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
を
知

事
と
お
祝
い
し
ま
す
。
※
昨
年
度

不
参
加
の
在
学
１
年
生
も
対
象

時 �

３
月
１
日
（
日
）
10
時
30
分
～

14
時
30
分

所 

ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都

受 �

１
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
、
府
HP
か
ら
申
し
込
み

【
ハ
ガ
キ
記
入
事
項
】

　

住
所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
名
、

児
童
と
同
行
す
る
兄
弟
姉
妹
の
名

前
、フ
リ
ガ
ナ
、生
年
月
日
、性
別
、

最
寄
り
駅
、
参
加
人
数
を
記
入
。

【
ハ
ガ
キ
宛
先
】

　

京
都
市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸

東
入
る
清
水
町
３
７
５
番
地
（
府

立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内
）

○�

母
子
家
庭
の
人
：「
京
都
府
母

子
寡
婦
福
祉
連
動
会
」
宛

○�

父
子
家
庭
の
人
：「
京
都
府
民

生
児
童
委
員
協
議
会
」
宛

他 �

▼
昼
食
・
記
念
品
付
き
▼
旅
費

の
一
部
負
担
あ
り（
当
日
支
給
）

問 

京
都
府
家
庭
・
青
少
年
支
援
課

℡
０
７
５（
４
１
４
）４
５
８
５

後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診

　

今
年
度
、
76
歳
に
な
る
方
を
対

象
に
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
６
月
末
に
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

所 

市
内
の
協
力
歯
科
医
院

対 �

昭
和
24
年
４
月
１
日
～
昭
和
25

年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者

※�

６
カ
月
以
上
の
長
期
入
院
者
、

施
設
入
所
者
、要
介
護
２
以
上
、

生
活
保
護
受
給
者
を
除
く

受 

１
月
31
日（
土
）ま
で

他 �

１
人
に
つ
き
１
回

ま
で
無
料
で
受
診

可
能

問 

保
険
事
業
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
２
２
０

第
十
二
回

特
別
弔
慰
金
の
支
給

対 �
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
令
和
７
年
４
月
１
日
時

点
で
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
な

ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
戦
没
者
な
ど
の
子
、
戦
没
者

等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
、三
親
等
内
の
親
族（
戦

没
者
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
）の
優
先
順
位
で
ご

遺
族
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

持 �

申
請
者
の
戸
籍
抄
本
、
本
人
確

認
書
類
、
現
況
申
立
書
な
ど

受 �

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
に
窓

口
、
市
民
局（
峰
山
除
く
）へ

問 

生
活
福
祉
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
３
１
０

雪
下
ろ
し
助
成
事
業

　

京
丹
後
市
雪
害
対
策
本
部
未
設

置
期
間
に
、
各
区
長
を
通
じ
て
業

者
へ
雪
下
ろ
し
の
依
頼
を
行
っ
た

場
合
に
、
１
万
円
を
上
限
に
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

対 

高
齢
者
世
帯
、障
害
者
世
帯
な
ど 

問 

京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
０
７
７
２（
65
）２
１
０
０

利
子
補
給
の
ご
案
内

　

市
内
中
小
企
業
者
等
が
事
業
資

金
に
か
か
る
融
資
を
借
入
し
た
際

に
負
担
さ
れ
た
利
子
に
対
し
、
利

子
補
給
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
補
助
金
】

○�

経
営
力
向
上
企
業
支
援
利
子
補

給
金

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
利
子
補
給
金

○�
無
利
子
・
無
担
保
融
資
対
応
利

子
補
給
金

持 �

申
込
書（
市
民
局（
網
野
除
く
）、

HP
）な
ど

受 �

１
月
30
日（
金
）ま
で
に
窓
口
、

市
民
局（
網
野
除
く
）へ
提
出

問 

商
工
振
興
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
４
４
０

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策

支
援
給
付
金

　

令
和
７
年
１
月
か
ら
令
和
７
月

12
月
ま
で
に
支
払
っ
た
事
業
用
の
電

気
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、
灯

油
、
重
油
及
び
混
合
油
が
対
象
で

す
。
詳
細
は
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対 �

市
内
事
業
者
（
市
内
に
事
務
所

や
店
舗
、
工
場
、そ
の
他
事
業

所
を
有
し
事
業
を
行
う
個
人
・

法
人
）、市
内
農
林
漁
業
者
な
ど

持 �

申
請
書
（
窓
口
、
市
民
局
、
HP

に
設
置
）

受 

２
月
27
日（
金
）ま
で 

問 

商
工
振
興
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
４
４
０

新
婚
世
帯
向
け
住
宅
確
保

に
関
す
る
補
助
金

　

申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で

す
。
補
助
金
額
、
要
件
な
ど
詳
細

は
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対 �

市
内
に
住
所
を
有
す
る
新
婚
世

帯（
婚
姻
日
か
ら
１
年
を
超
え

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
末
ま

で
の
世
帯
）で
夫
婦

の
い
ず
れ
も
が
婚

姻
日
に
39
歳
以
下

問 �

こ
ど
も
未
来
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
３
４
０

大
学
生
な
ど
を
対
象
と
す
る

医
療
費
補
助
金

対 �

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
大

学
生
な
ど
を
扶
養
す
る
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
保
護
者

　

�

▼
令
和
７
年
度
中
に
19
歳
か
ら

22
歳
に
な
る
人
▼
大
学
や
専
門

学
校
な
ど
市
が
認
め
る
施
設
に

在
学
中
の
人
▼
福
祉
医
療
、生
活

保
護
、子
育
て
支
援
医
療
の
適
用

を
受
け
て
い
な
い
人
▼
婚
姻
し

て
い
な
い
人（
事
実
婚
含
む
）

【
補
助
金
額
】　

　

受
診
に
係
る
１
カ
月
１
医
療
機

関
（
入
院
・
外
来
別
、
保
険
調
剤

薬
局
分
含
む
）
ご
と
に
２
０
０
円

を
超
え
た
自
己
負
担
分

【
補
助
対
象
期
間
】

　

令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年

３
月
の
診
療
分

持 �

▼
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

の
写
し
、資
格
確
認
書
な
ど
の

写
し（
学
生
と
扶
養
者
の
保
険

の
確
認
が
で
き
る
も
の
）
▼
領

収
書
の
原
本

受 �

▼
令
和
７
年
４
月
１
日（
火
）～

令
和
８
年
１
月
31
日（
土
）診
療

分
は
令
和
８
年
２
月
27
日（
金
）

ま
で
▼
令
和
８
年
２
月
１
日

（
日
）～
令
和
８
年
３
月
31
日

（
火
）診
療
分
は
令

和
８
年
５
月
29
日

（
金
）ま
で

問 

保
険
事
業
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
２
２
０

 

募 

集

 

子 

育 

て

 

健
康
と
福
祉

募集種目 年齢資格等 受付期間

自衛官候補生 18歳以上33歳未満 常時受付
※詳細は問い合わせ

陸上自衛隊高等
工科学校生徒

（一般）

男子で中卒（見込み含む）
17歳未満 10/1（水）〜1/15（木）

自衛隊奨学生
（第 2 回）

大学、大学院、高等専門学校など
で理学、工学、文学又は法学を専
攻しており、正規の課程を修了す
る年の 4 月 1 日現在で 26 歳未満

（大学院在学者は 28 歳未満）

12/1（月）〜1/30（金）

丹後保健
センター

27 2 0 2 6 26



広
告

広
告

広
告

※ 相談は原則無料で、秘密は厳守しますので安心してご相談ください。※ 相談は原則無料で、秘密は厳守しますので安心してご相談ください。

相談窓口・相談会 日　時 場　所 内容など 予約 申込・問い合わせ先

癒しのカフェ
通仙亭

2/  4（水）10：00～14：00 まちまち案内所
悩みのある方が、ゆっ
たり過ごせて気軽に悩
みを話せる居場所

不要

健康推進課
（℡0772-69-0350）

2/12（木）10：00～16：00 喫茶去　通仙亭
癒しのカフェ通仙亭運営委員会

（℡0772-83-0139）
健康推進課（℡0772-69-0350）

こころの健康相談 1/26（月）  9：00～17：00 峰山総合福祉センター 保健師・臨床心理士がここ
ろの悩みをお聞きします 事前 健康推進課

（℡0772-69-0350）

健康・栄養相談 1/26（月）  9：00～11：30 峰山総合福祉センター
保健師、管理栄養士が健
康づくりや食生活のコツ
などをアドバイスします

事前 健康推進課
（℡0772-69-0350）

ひきこもり相談 平日　　　  9：00～18：00
 （水曜午後除く）

企業組合労協セン
ター事業団

「ひととわ」

ひきこもりがちな状態にあ
る方やご家族、関係する方々
の相談窓口（1 人 50 分）

事前
企業組合労協センター
事業団「ひととわ」

（℡080-2507-9010）

寄り添い支援総合
サポートセンター

月～金　　  9：00～17：00
 （閉庁日を除く）

峰山総合福祉センター
敷地内西側建物

ワンストップで日常の悩
みや仕事などに関する相
談や支援を行います

不要
相談電話（ 0120-125-294）
寄り添い支援総合サポートセンター

（℡0772-62-0032）

就職個別相談会 1/22（木）10：00～16：00 網野庁舎別館
就職活動の相談にマン
ツーマンで相談に応じ
ます（1 人 50 分）

事前 北京都ジョブパーク
（℡0773-22-3815）

看護就業相談会
（看護補助者含む） 2/  5（木）13：30～15：00 ハローワーク峰山

復職・転職に関する相談、
情報提供、再就業のため
の研修情報の提供

不要
公益社団法人京都府看護協会
京都府北部看護職支援センター

（℡0772-46-9002）

若者向け就職相談 月・火・木　11：00～16：00
 （閉庁日を除く）

寄り添い支援総合
サポートセンター

15 歳～ 49 歳の就職活動を
している方と家族を対象に
就職をサポート（１人50分）

事前
北京都若者サポートステーション
京丹後サテライト

（℡050-3559-2804）

行政相談 1/14（水）13：30～15：30
　28（水）  9：30～11：30

網野庁舎
峰山地域公民館

行政の困りごとについて
の苦情や意見、要望など 不要 京都行政監視行政相談センター

（℡075-802-1100）

司法書士相談
1/  8（木）13：30～16：30 峰山地域公民館 登記、多重債務、法律

相談（１人 30 分程度）
事前

京都司法書士会総合相談センター
（℡075-255-2566）

1/14（水）14：00～16：00 京都地方法務局京丹後支局 相続・遺言に関する相
談（１人 30 分程度）

京都司法書士会
（℡075-585-4113）

行政書士相談 1/  7（水）10：00～12：00 峰山総合福祉センター 建設業許可、農地法、相続・
遺言、各種契約書作成など 不要 京都府行政書士会第1支部事務局

（℡0772-68-0237）

年金事務所による
「年金相談」

1/22（木）10：30～15：45
2/19（木）10：30～15：45 峰山総合福祉センター 「年金手帳」などの基礎年

金番号が分かるものを準備 事前 舞鶴年金事務所
（℡0773-76-5772）

消費生活相談 月～金　　  9：00～17：00
 （閉庁日を除く）

消費生活センター
（寄り添い支援総合
 サポートセンター内）

契約やクーリング・オ
フの方法など、消費生
活に関する相談

不要
京丹後市消費生活センター

（℡0772-62-6768）
消費者ホットライン（℡188）

女性相談・面談 1/28（水）13：15～16：05 予約時に
お伝えします

女性問題専門のカウンセラー
が女性の悩みに答えます 事前 市民課

（℡0772-69-0210）

女性電話相談 月～金　　  8：30～17：15
 （閉庁日を除く） ― 家庭内トラブル、人間

関係、DV など 不要 女性電話相談専用ダイヤル
（℡0772-69-0217）

成年後見サポート
センター

月～金　　  8：30～17：15
 （閉庁日を除く） 峰山総合福祉センター 成年後見制度などの権利擁

護支援に関する相談や支援 不要
寄り添い支援総合サポートセンター

（℡0772-62-0032）
長寿福祉課（℡0772-69-0330）
障害者福祉課（℡0772-69-0320）

人権擁護委員による
人権相談 毎週木曜　  9：00～16：00 京都地方法務局京丹後支局 差別、いやがらせなど

の相談に対応 不要 京都地方法務局京丹後支局
（℡0772-62-0365）

ヤングケアラー相談
月～金　　  8：30～17：15

（閉庁日を除く） 峰山総合福祉センター

家族のお世話や家事をし
ている子どもと保護者か
らの相談に応じます。

不要
こども家庭センター

（子育て支援課）
（℡ 0772-69-0370）

こども家庭センター
妊娠・出産・子育て・家庭
に関する相談。電話、来訪、
訪問など希望に応じます

京
丹
後
市
網
野
高
齢
者

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

京
丹
後
市
網
野
高
齢
者
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
は
在
宅
の
高
齢
者
に

対
し
て
生
き
が
い
、
健
康
の
保
持

の
場
を
提
供
し
、
高
齢
者
福
祉
の

推
進
を
図
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た

施
設
で
す
。
入
浴
、
貸
館
利
用
が

可
能
で
あ
り
、
市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人
は
誰
で
も
１
９
０
円
で

入
浴
が
で
き
ま
す
。
寒
さ
で
外
出

機
会
の
減
り
や
す
い
冬
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

時 

入
浴
時
間
15
時
～
19
時

問 

長
寿
福
祉
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
３
３
０

問 医療政策課 ℡ 0772-69-0360

こころが苦しい、生きるのが
つらいと感じたら
１人で悩まず相談してください。秘密は厳守されます。

【電話相談】
＃いのちのSOS
℡ 0120-061-338

【LINE 相談】
生きづらびっと

「虐待かも」と思ったら①⑧⑨番へ
お近くの児童相談所の専門家が対応します。連絡は匿名で
大丈夫。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

問 京丹後市こども家庭センター（子育て支援課） ℡ 0772-69-0370

FAX℡〒 郵便 電話 ファクシミリ HP ホームページ メール ※ 料金表示のないものは無料、受付表示のないものは申込不要です
市役所（代表） ℡ 0772-69-0001 H P〔https://www.city.kyotango.lg.jp/〕

料日時 場所 対象者 定員 料金 受付 持参物 その他 問い合わせ【 記号の見方 】 ➡ 対所時 定 持 受 他 問

当番医
診療 ・  9 ～ 12 時
時間 ・ 14 ～ 17 時

診療科目：内科

※発熱症状がある場合、または小児科受
　診はあらかじめ当番医へ連絡してください。
※受付終了時間が医療機関によって異な
　るため、当番医へ確認してください。
※市内の救急病院は、丹 後中央病院、
　弥栄病院、久美浜病院です。

休日応急診療

   12（月） 久美浜病院 ℡ 0772-82-1500

 318（日） 弥栄病院 ℡ 0772-65-2003

 325（日） 丹後ふるさと病院 ℡ 0772-72-5055

℡ 0772-72-50551.11（日） 丹後ふるさと病院

1 月 献血カレンダー
問 健康推進課 ℡ 0772-69-0350

14（日）

網野健康福祉センターら・ぽーと

11：30
15：00

10：00 ～
12：45 ～

日
時

場
所

スマホで簡単♪

① スマホのカメラ機能を起動
② QR コードにスマホをかざす 
③ 画面に読み取り結果が出た
　 ら、画面を押してみよう

やってみようやってみよう！！
QRコードのQRコードの
読み取り読み取り
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市が推進する保幼小
中一貫教育の方向性
や重点、具体的な取
り組みなどを発信す
る 機 会として「Give 
it a try」京丹 後市の
目指すグローバル人材
育成への挑戦をテーマに、埼玉県さいた
ま市で教育長を務められた細田眞由美（ほ
そだまゆみ）さんをお迎えして開催します。

● 14：00～  （受付 13：30～）
● アグリセンター大宮
● 先着 250 人（事前申し込み不要）

いきいきセンター（峰山町第4区公民館）1階
  9：30 ～

書道教室 　 （月）1/19、2/2・16

大宮 

問 学校教育課 ℡ 0772-69-0620

● 10：30～11：30 
● 丹後庁舎  ● 先着 15 人
● 1/10 10:00 から受け付け

丹後図書室丹後図書室
 立春おはなし会 立春おはなし会

2/21（土） 大宮

パラ卓球バレー交流会パラ卓球バレー交流会

問 生涯学習課 ℡ 0772-69-0630

● 10：00～12：00  （受付 9：30～）
　 ※終了時間は予定
● 大宮社会体育館
● �対象は市内在住、在勤、在学で身体・

知的・精神いずれかの障害者手帳を
有する人

● �申し込み多数の場合は抽選（結果は
のちほど連絡）

●1/30 までに℡かHPから申し込み

丹後 2/1（日） 

1/17（土） 1/29（木） ・30（金）
峰山
網野 

スマホ初心者でも安心！スマホ初心者でも安心！
スマートフォン教室スマートフォン教室

初心者でも安心してスマホの活用方法を学
べる講習会です。実際に体験しながら一緒
に学んでみませんか。費用は無料です。

● 9：30～16：00 ※1コマから参加可
● 峰山地域公民館・アミティ丹後
● 先着 8 人 / 各日（事前申し込み）
● 端末の貸し出しもあります（要・連絡）

問 スマホのちどり 京丹後本店
℡ 0772-62-1118

問 丹後図書室 ℡ 0772-69-0141

令和令和77年度年度
 教育フォーラム 教育フォーラム

和い輪い楽習館和い輪い楽習館（1・2（1・2 月月））

問 シルバー人材センター
℡ 0772-65-0052

● 参加料 400 円（材料費別）
● ℡で事前申し込み

2/1（日） ～3/1（日）大宮 

第第99回回
 ひな人形展 ひな人形展

小町の舎を飾る色鮮やかなひな人形は、容
姿、作られた時代もさまざま。一斉に並べ
られた圧巻の景色をぜひご覧ください。

● 9：30～15：30
● 小町公園内「小町の舎」※水曜休館

【ひな人形を募集！】
役目を終えて使用しなくなったひな人形
を募集します。※ひな人形に限ります
● 募集期間▶1/24 ～29 ※28日休館
● 開館日・時間に小町の舎に直接持ち
　込みをお願いします

問 大宮地域を活性化
　 する会（田上）
℡ 0772-64-5533

気軽にご参加ください♪

桃の節句を彩る
小町の舎の
ひな人形たち ―

● 受付期間 1/13 まで
● 詳細は HP を確認

丹後地域職業訓練センター

　ファイナンシャル
　プランナー基礎講座    1/26 ～

職業訓練講座職業訓練講座（夜間）（夜間）

問 丹後地域職業訓練協会
℡ 0772-66-3445

30

市政情報やホットな地域の話題をお届け
します。

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

時 分 時分
00
15
30
45

00
15
30
45
00
15
30
45

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

00
15
30
45
00
15
30
45

00
15
30
45

00
15
30
45
00
15
30
45

00
15
30
45
00
15
30
45
00
15
30
45
00

30

00
15
30
45

00
15
30
45
00
15
30
45
00
15
30
45
00
15
30
45

00
15
30
45

00
15
30
45
00
15
30
45

00
15
30
45
00
15
30
45
00
15
30
45
00

30

00
15
30
45

00
15
30
45

詳しい番組表
はコチラ
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番組のご案内
健康体操

京丹後おしらせ便
歴史街道

週間！ニュース

京丹後市イベント情報！京丹後おしらせ便 京丹後おしらせ便
歴史街道

京丹後市イベント情報！

のびのび体操

週間！ニュース
京 都 地 域 ニ ュース

番組のご案内
健康体操

「週間！ニュース」前週分

週間！ニュース
「週間！ニュース」前週分

京丹後市イベント情報！

再

再

※ d データ放送では、防災ハザードマップや避難所情報、ごみカレンダーなどがご覧いただけます。※ テレビの電子番組表でもご覧
になれます。※ 番組の内容や時間は予告なく変更する場合があります。　　　再放送　　 　特集番組　　 　アンコール放送

【ケーブルテレビの障害や料金、サービス内容に関するお問い合わせ 問 全関西ケーブルテレビジョン ℡ 0120-968-138 】
再 特

歴史街道

京丹後おしらせ便

週間！ニュース

ア

京丹後市イベント情報！

のびのび体操

京丹後おしらせ便

歴 史 街 道

歴史街道

京丹後おしらせ便 京丹後おしらせ便

丹後語り部の会制作動画第 18 回
丹後語り部の会制作動画第17 回

のびのび体操

のびのび体操

京丹後おしらせ便

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

「第 41 回丹後民踊の集い」
〈11 月 24 日開催〉

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

｢第 37 回ジュニア文化祭｣
前半

〈12 月 21 日開催〉

のびのび体操

　 第 2 回
府民公開講座

〈11 月 16 日開催〉

　京丹後アートフェスティバル
2025

上前智祐講演会
〈11月 22 日開催〉

　つなごうたんご 第 14 回
「小浜荘」

丹後語り部の会制作動画第16 回

消防庁火災予防ビデオ

SLOW2025 つくる旅展
トークイベント

１日目
〈10 月 25 日開催〉

 
令和７年度

京丹後市ジオパークガイド
研修会 

〈11 月 17 日開催〉

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

｢第 30 回丹後和太鼓
フェスティバル｣ 前半
〈12 月 14 日開催〉

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

｢第 30 回丹後和太鼓
フェスティバル｣ 後半
〈12 月 14 日開催〉

こどもの居場所づくり講演会
〈10 月 31 日開催〉

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

「第 45 回丹後合唱のつどい」
〈11 月 16 日開催〉

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

「第 41 回丹後民踊の集い」
〈11 月 24 日開催〉

丹後語り部の会制作動画第18 回

第 2 回
府民公開講座

〈11 月 16 日開催〉

SLOW2025 つくる旅展
トークイベント

2 日目
〈10 月 26 日開催〉

丹後語り部の会制作動画
第 21 回

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

「第 41 回丹後民踊の集い」
〈11 月 24 日開催〉

つなごうたんご 第 13 回
「なかむら鮮魚」

 つなごうたんご 第10 回
 「Wine & Coffee YOiNE」

日本で稀な
木造格納庫を未来へ

講演会
〈11月 16 日開催〉

　京丹後アートフェスティバル
2025

上前智祐講演会
〈11月 22 日開催〉

 つなごうたんご 第 14 回
「小浜荘」

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

｢第 30 回丹後和太鼓
フェスティバル｣ 前半
〈12 月 14 日開催〉

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

｢第 37 回ジュニア文化祭｣
前半

〈12 月 21 日開催〉

 つなごうたんご 第 13 回
「なかむら鮮魚」

令和 7 年度
丹後文化芸術祭

｢第 30 回丹後和太鼓
フェスティバル｣ 後半
〈12 月 14 日開催〉
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 つなごうたんご 第 14 回
「小浜荘」

  つなごうたんご 第 14 回
「小浜荘」

特
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丹後語り部の会制作動画第16 回

再
ア

特

特

特

特

丹後語り部の会制作動画第 17 回 丹後語り部の会制作動画第 20 回
丹後語り部の会制作動画

第 15 回

特

特

 第 2 回
府民公開講座

〈11 月 16 日開催〉

特

再

再

  つなごうたんご 第 9 回
「ゆるりら」

ア

消防庁火災予防ビデオ

再

社会科見学 TV
「京都府織物･機械金属振興センター編」

ア

ぶんか、楽しんでます！

消防庁火災予防ビデオ

1/10（土）～1/16（金） 1/17（土）～1/23（金） 1/31（土）～ 2/6（金）1/24（土）～1/30（金）

1/10（土）～2/6（金）
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見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

広報紙に関する
ご意見、ご感想
はコチラ

※ 本紙に掲載の QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

な情報

お知らせ

LINE
欲しい情報を
選べる市公式
アカウント

子育て応援
サイト
京丹後の子育て
情報が満載

空き家情報
バンク
新しい空き家物
件などを紹介

まちの役立つ情報を発信中

SNSSNS・・WebWebサイサイトト

花咲く大成古墳群にて/ 丹後

結婚する友人のために2人
の写真を京丹後で撮影
政策企画課職員（20代）

報酬について報酬について

・市内在住で、心身ともに健康で援助活動に理解と熱意がある方

・センターが実施する講習を受講した方

子どもの預かり、送迎

（＊）母子健康手帳交付日から出産後１年経過する日まで

講習を受講　⇒　会員登録　⇒　事前打ち合わせ（マッチング）　⇒　依頼の連絡を受ける

⇒　活動　⇒　報酬の受け取り　⇒　センターへ活動報告書を提出

・報酬は１日の活動終了後に「おねがい会員」から直接受け取ります。

・1人１時間あたり500 円～ 600 円。兄弟姉妹を預かる場合 2 人目以降は半額。

・報酬は活動する曜日、時間帯などで異なります。詳細は HP をご確認ください。

問  京丹後市ファミリー・サポート・センター事務局（子育て支援課） ℡ 0772-69-0370

産前産後（＊）の家事、育児の援助

「まかせて会員」に登録できる方は？

援助活動の主な内容

登録から支援までのながれ

★ ★

安心して活動していただくために

HPは
コチラ▶

ご自身のライフスタイルに合わせて
「できる時だけ」「できることだけ」OKです！

子どもが大好き・子育て経験を活かしたい・空いている時間を活用したい・子育て世帯の力になりたい方　大歓迎！

事前打ち合わせ（マッチング）を実施 活動に係る保険に加入 講習会を開催

「まかせて会員」登録について、詳しくは事務局へお問い合わせください

「「まかせて会員まかせて会員」」
京丹後市ファミリー・サポート・センター（以下、センター）の会員で、子育ての援助を受けた

い「おねがい会員」から子どもを預かったり、育児の援助を行います。センターは、子育て
支援課が事務局を担っており、会員登録や会員向けの講習会を実施しています。

「まかせて会員」「まかせて会員」とはとは

京丹後市ファミリー・サポート・センター

募集中募集中 !!!!
地域の子育てお手伝いしてみませんか？
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